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尾張藩戸山荘の眺望に関する研究

1

は
じ
め
に

　エ
　

双
六
の
絵
図
で
出
来
た
る
御
庭
也

(天
明
四
年
刊
)

(2

)

一
日
に
み
や
こ

へ
の
ぼ
る
い
い
御
庭

(文
化
五
年
刊
)

　
ヨ
　

駒
下
駄
で
越
す
ハ
御
庭
の
箱
根
山

(文
化
五
年
刊
)

上
は
江
戸
後
期
の
川
柳
に
詠
ま
れ
た
句
で
あ
る
。
三
つ
の
句
に

「御
庭
」
と

言
わ
れ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
尾
張
藩
の
下

屋
敷
ー
戸
山
荘
と
解
釈
さ
れ
て
い

(
4
)

る
。
少
な
く
と
も
川
柳

の
中
で
は
江
戸
庶
民

に

「御
庭
」

の
名

で
親
し
ま
れ
た

戸
山
荘
は
寛
文

=

年

(
一
六
七

一
)、
尾
張
藩

二
代
藩
主
徳
川
光
友
が
将
軍

(
5
)

家

か
ら
土
地
を
拝
領
し
、
下
屋
敷
と
し
て
造
営
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
も
隣
接
地
を
受
領
し
、
抱
え
屋
敷

を
あ
わ
せ

一
三
万
六
〇
〇
〇
坪

(四
四

・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
と
な

っ
た
。
近
世

の
大
名
庭
園

の
な
か
で
最
大
の
敷

地
面
積
を
誇

っ
て
い
る
。

こ
の

「双
六
の
絵
図
で
出
来
た
る
御
庭
」
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
景
観
を
持

っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
来

の
戸
山
荘
研
究
は
、
庭
園
内
部
の
景
観
と
歴
史
的

　　

　

変
遷

の
究
明
に
成
果
を
あ
げ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
園
内
に
は
山
あ
り
谷
あ

り
、
川
や
滝
が
あ
る
。
数
多
く
の
社
寺
堂
塔
、
御
茶
屋
、
農
家
な
ど
を
包
括
し

て
い
た
。
特
に
東
海
道
五
十
三
次

の
景
-

小
田
原
宿
の
街
道
を
縮
景
し
て
表
現

し
た
の
が
戸
山
荘
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
さ
に

コ

日
に
み
や
こ
へ
の
ぼ
る
い
い

御
庭
」
と
い
う
川
柳
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
東
海
道
沿

い
の
い
く

つ
か
の
名

勝
を
見
立

て
、
そ
れ
ら
を

一
つ
の
庭
園
内
に
収
め
た
。
庭
園
内
を
め
ぐ
る
こ
と

で
、
「
一
日
で
江
戸

か
ら
都

へ
上
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
疑
似
の
旅
体
験

を
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
庭
園
の
立
地
お
よ
び
庭
園

か
ら
の
眺
望
景
観
に
関
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
は
、
庭
園
外
部
の
景
観
も
造
園
当
初

か
ら
重
要
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視
さ
れ
て
き
た
。
戸
山
荘
の
園
内

か
ら
の
眺
望
風
景
と
し
て
富
士
山
を
巧
み
に

取
り
入
れ
る
の
が
、
江
戸
後
期
に

「江
戸
百
富
士
」

に
選
ば
れ
る
ほ
ど
名
声
を

博
し
た
。
庭
園
内
外
の
景
観
を
調
和
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
を
疎
か
に
し
な
か

っ

た
こ
と
こ
そ
戸
山
荘
の
造
園
意
匠
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

戸
山
荘
の
全
体
的
景
観
構
成
を
理
解
す
る

に
は
眺
望
に
つ
い
て
の
検
討
が
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。
御
三
家

の
筆
頭
で
あ
る
尾
張
藩
を
取
り
巻
く
造
園
事
情
、
戸

山
荘
の
独
特
な
眺
望
手
法
と
成
立
要
因
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
庭
園
景
観

に
潜
む
大
名
達
の
審
美
感
覚
、
景
観
構
成
の
仕
方
が
わ
か

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代

の
名
園
評
価

の
基
準
を
理
解
す
る
上
で
、
戸
山
荘
は
重
要
な
意
味
を

持

っ
て
い
る
。
御
三
家
と
称
さ
れ
る
尾
張

・
紀
伊

・
水
戸
の
徳
川
家
の
庭
園
は
、

政
治
と
の
深
い
関
連
で
、
た
だ
愉
楽

の
空
間

の
み
な
ら
ず
、
江
戸
の
都
市
計
画

と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
点
で
特
殊
で
あ
り
、
近
世
に
お
け
る
大
名
庭
園

の
性
格

を
再
検
討
す
る
事
例
と
し
て
庭
園
史
の
み
な
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
問
題

を
内
包
す
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の

一
端
を
戸

山
荘
の
眺
望
施
設
に
注
目
し
て
解

明
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

2

戸
山
荘
の
立
地

江
戸
の
都
市
的
実
態
を
正
確

に
捉
ま
え
る
た
め
に
、
も

っ
と
も
重
要
な
方
法

の

一
つ
は
、
都
市

の
地
図
的
表
現
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
切
絵

図
を
代
表
と
し
た
も
の
は
数
多
く
作
ら
れ
た
が
、
殆
ど
案
内
図
的
な
も
の
で
あ

る
た
め
、
精
密
な
地
形
図
は
見
当
た
ら
な

い
。

こ
こ
で
、
安
政
三
年
(
一
八
五

　
　
　

六
)
の
切
絵
図
と
現
在

の
地
図
を
も
と
に
作
ら
れ
た

「復
元

・
江
戸
情
報
地
図
」

　　

　

(図
1
)、
お
よ
び

「明
治

・
大
正

・
昭
和
東
京

1
万
分
1
地
形
図
集
成
」
(図

2
)
な
ど
の
地
図
を
利
用
し
な
が
ら
、
戸
山
荘
の
位
置
と
地
勢
を
確
認
し
た
い
。

「復
元

・
江
戸
情
報
地
図
」
は
江
戸
時
代
の
戸
山
荘

の
復
元
図
に
現
在
の
地
図

を
重
ね
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戸
山
荘
の
位
置
し
た
場
所
を
確
認
す
る
と
、

庭
園
は
江
戸
城
西
北
に
位
置
し
、
武
蔵
野
台
地
の
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
生
か

し
て
築
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
富
士
山
は
ち
ょ
う
ど
戸
山
荘
の
西
南
方
向

に
眺
望
で
き
た
。
戸
山
荘
は
武
蔵
野
台
地
に
位
置
し
、
東
は
牛
込
、
南
は
大
久

保
、
西
も
大
半
は
大
久
保
、
西
北
は
諏
訪
村
、
北
は
高
田
よ
り
牛
込
馬
場
下
町

に
接
す
る

一
帯
を
占
め
て
い
た
。
地
形
の
変
遷

に
関
し
て
は
、
武
蔵
野
台
地
は

畑
作
が
多
か

っ
た
た
め
、
原
地
形
が
比
較
的
長
く
続
い
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て

(9
)

い
る
。

「明
治

・
大
正

・
昭
和
東
京

一
万
分

一
地
形
図
集
成
」
は
戦
後
の
復
興
期
に
測

量
さ
れ
た
地
図
で
、
地
形
の
高
さ
を
数
字
で
各
所
に
記
入
し
て
い
る
。
戸
山
荘

の
地
勢
を
見
る
に
は
役

に
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
。
「箱
根
山
」
と
標
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
四
四

・
六
m
の
文
字
が
あ
る
。
隣
の
戸
山
団
地
の
高
さ
の
表
示
は
二

九

・
八

m
と
三
〇

・
一
m
が
あ
る
。
同
じ
図
面
に
西
南
方
向
に
三
五

・
四

m
の

高
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
面
に
よ
れ
ば

「箱
根
山
」
は
戦
後
ま
も
な
く
、

同
地
域
で

一
番
高

い
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

冒
頭
に
あ
げ
た
川
柳
の

「駒
下
駄
で
越
す

ハ
御
庭

の
箱
根
山
」

に
あ
る

「箱
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図1復 元 ・江戸 情報地図(児 玉幸 多監修1994朝 日新聞社)部 分



図2明 治 ・大 正 ・昭和東京1万 分1地 形 図集成(1983柏 書房)よ り作 成

根
山
」
は
、
戸
山
荘
内
の
築
山
で
あ
る
。
江
戸

一
の
広
さ
を
誇

っ
た
戸
山
荘
は
、

今
こ
の
小
高

い
築
山
だ
け
が
残
さ
れ
、
戸
山
公
園
の

一
角

に
位
置
し
、
昔
の
栄

光
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
箱
根
山
の
成
立
に
つ
い
て
、
庭
園
の
池
を
掘
る
際
、

揚
げ
た
土
で
築
か
れ
た
人
工
の
山
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
宝
暦
年
間
の
絵
図

(図
6
)
で
は

「丸
呂

ヶ
嶽
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後

の
絵
図
で
は
「
玉

圓
峯
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

(
10
)

図
3
の

「大
江
戸
地
理
空
間
図
」
は
幕
末

(嘉
永

・
慶
応
頃
)
の
切
絵
図
を
、

明
治
初
期

の
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
発
行

の
二
万
分

の

一
迅
速
図

(
一
八
八
O

l
八
四
)
に
転
写
し
、
ま
た
明
治
初
期
の
測
量
に
よ
る
海
抜
高
度
を
添
え
、
さ

ら
に
洪
積
台
地

の
崖
線
な
ど
を
加
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
の
正

井
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
江
戸
の
大
名
屋
敷
は
麹
町
台
地
の
尖
端

に
あ
る
江
戸

城
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
囲
に
造
成
さ
れ
、
大
名
邸
の
上
屋
敷
は
江
戸
城
前
面

の
低
地
に
集
中
し
た
。
市
街
地
の
外
側

に
は
中
屋
敷
、
下
屋
敷
が
設
け
ら
れ
た
。

下
町
で
は
川
沿

い
、
海
手
で
は
埋
立
地

の
海
辺
に
造
成
、
山
の
手
で
は
地
形

の

変
化
を
利
用
し
た
庭
園
も
作
庭
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
台
地
に
入
り
込
ん
だ

(
11
)

谷
戸
を
取
り
囲
ん
だ
屋
敷
で
は
、
そ
の
よ
う
な
特
徴
が
顕
著
で
あ

っ
た
と
い
う
。

眺
望
に
適
し
て
い
る
台
地
に
屋
敷
を
構
え
た
の
は
赤
坂
に
あ
る
紀
州
徳
川
家

の

西
苑
、
小
石
川
に
あ
る
水
戸
徳
川
家

の
後
楽
園
な
ど
が
あ
り
、
今
回
の
研
究
対

象

で
あ
る
尾
州
徳
川
家

の
戸
山
荘
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。

図
面
に
、
四
四

・
六
m
の

「築
土
」
と
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
今
の

「箱
根

山
」
で
あ
ろ
う
。
当
時

の
御
城
天
守
閣
は
二
九

・
六
m
、
飛
鳥
山
は
二
七

・
二
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m
、
水
戸
殿
上
屋
敷
の
見
越
山
は
二
二

・
五

m
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
比

べ
、
「築
土
」
は
遥
か
に
高
く
、
地
域
の
最
高
峰
で
あ

っ
た
。
「築
土
」
は
戸
山

荘
庭
園
の
中
心
部
に
位
置
し
、
景
観
を
俯
瞰
す
る
絶
好
の
場
所
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
寛
政
年
間

の
記
録
で
は
昔
は
見
晴
ら
し
が
よ
か

っ
た
が
、
今
は
木
が
大
き

図3正 井泰夫 大江戸地理空間図(古 今書院2000年)部 分

(12
)

く
茂

っ
た
た
め
園
内

の
景
色
す
ら
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
弘
化
四

年

(
一
八
四
七
)
の
文
献
に
は
、
玉
圓
峯
か
ら
の
眺
望
絶
景
が

「
く
ま
な
く
見

(
13

)

え
わ
た
り
」
と
記
録
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
江
戸
後
期
に
な

っ
て
、
見
晴
ら
し
の

た
め
、
玉
圓
峯

の
景
観
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戸
山
荘
の
成
立
当
初

の
記
録
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
は
す
で
に
先
行
研
究

の

　
ぬ
　

指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る

(戸
山
荘
に
関
す
る
史
料
は
表
1
参
照
)
。
明
治
時
代

(15

V

に
編
集
さ
れ
た
小
澤
圭
次
郎

の
「園
苑
源
流
考
」
の
中
に
尾
張
藩
の
役
人
に
よ
る

記
録
が
掲
載
さ
れ
、
戸
山
荘
景
観
の
由
来
、
な
ら
び
に
各
景
観
の
成
立
年
月
、

　め
　

旧
呼
称
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
る
と
、
建
物

の
ほ
と
ん
ど
は
寛
文

=

年

(
一
六
七

一
)
か
ら
延
宝
年
間

(
一
六
七
三
-

一
六

八
一
)
の
問
に
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
献
の
中

に
朱
色

で
表
示
さ
れ
た
役

人

の
添
筆

に
よ
る
と
、
享
和
三
年

(
一
八
〇
三
)
に
古
駅
楼
な
ど
御
町
屋
あ
た

り
は
類
焼
に
罹
り
、
文
化
文
政
年
間
に
部
分
的
に
修
復
さ
れ
た
と

い
う
。
ま
た

宝
暦
、
寛
政
年
間
の
戸
山
荘
図
と
享
和
以
後

の
図
と
を
対
照
し
て
み
る
と
、
主

な
建
物

の
位
置
は
大
き
く
変

っ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
庭
園

の
築
造

以
降
、
部
分
的
な
変
化
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
池
泉
や
築
山
な
ど
基
本
的
な

地
形
や
主
要
部
分
の
施
設
は
、
初
期
に
完
成
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ

ぎ

に
、
史
料

の
分
析
を
通
し
て
、
餘
慶
堂
を
中
心
と
し
た
戸
山
荘
の
眺
望
景
観

を
考
察
し
て
み
よ
う
。

135



3

餘
慶
堂
の
命
名
と
内
部
施
設

戸
山
荘
の
眺
望
に
関
し
て
は
、
吉
河
功
の
論
文

コ
尸
山
荘
庭
園
の
特
色
と
景

(17
)

勝
」
に

「
見
晴
ら
し
園
」
の
特
色
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
戸
山
荘

の

景
観
紹
介
を
主
目
的
と
す
る
こ
の
研
究
は
、
戸
山
荘
の
眺
望
景
観
が
も

つ
歴
史

的
意
義
に
関
し
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。

餘
慶
堂
は
建
立
当
初

の
建
物
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
多
く
の
記
録
か
ら
確
認

で
き
る
。
餘
慶
堂
の
名
前
の
由
来

に
つ
い
て
、
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
戸
山
荘
記
録

に
江
戸
後
期
の
磯
谷
正
卿
が

「豊
山
二
十
五
景
」
の
詩
を
綴
り
、
中
に
餘
慶
堂

　　

を
詠
む
詩
が
建
物
の
名
前
の
由
来
を
よ
く
語

っ
て
く
れ
る
と
考
え
る
。

富
岳
三
千
丈

応
知
積
善
同

故
餘
無

数
慶

長
満
此
堂
中

(富
岳
は
三

千
丈
に
達
し
、
善
の
蓄
積
は
同
様
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
無
数
の
喜
び
が
残
り
、

此
堂
の
中
に
長
く
満
ち
て
い
る
。
訳
は
筆
者
)

ハむ
　

「餘
慶
」
と
い
う
言
葉
の
初
出
は

《
易
経

・
坤
卦
》
に
見
ら
れ
る
。
「積
善
之

家
、
必
有
餘
慶
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
で
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
善

を
積

み
重
ね
て
い
る
家
に
は
、
た
だ

一
身
の
み
な
ら
ず
、
子
孫
ま
で
及
ぶ
幸

い

が
あ
る
。
餘
慶
堂
の
命
名
も
善
行
を
勧
誘
す

る
儒
教
的
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
餘
慶
堂
の
様
子
を
詳
し
く
記
録
し
た
史
料
に

『戸
山
御
屋
敷
御

(
20
)

(21
)

取
建
以
来
伝
聞
之
記
』
と

『和
田
戸
山
御
成
記
』
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料

を
利
用
し
な
が
ら
、
餘
慶
堂
内
部

の
様
子
を
確
認
し
た
い
。

寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
に
三
上
季
寛
が
残
し
た

『和
田
戸
山
御
成
記
』
に

は
、
餘
慶
堂
は
庭
園
全
体
の
東
南

に
位
置
し
、
御
殿
か
ら
二
本

の
廊
下
で
つ
な

が

っ
て
い
る
大
き
な
書
院

で
あ
る
と
記
さ
れ
、
「あ
け
蔀
御
簾

か
け
の
旦
ハな
と

ま
ふ
け
さ
せ
給
ひ
て
」、
と
蔀
を
あ
け
る
た
め
、
簾
を
か
け
る
工
旦
ハを
設
け
る

こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
同
じ
蔀
戸

に
関

す
る
記
述
に
は

『和

田
戸
山
御
成

記
』
よ
り
四
四
年
前

の
寛
延
二
年

(
一
七
四
九
)
に
、
御
屋
敷
奉
行
水
谷
友
之

右
衛
門

の
記
し
た
随
行
記
が
あ
る
。
水
谷
に
よ
る
こ
の
伝
聞

の
記
に
は
、
蔀
戸

が
開
け
放
た
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
た
。
蔀
戸
を
開
け
る
こ
と
は
園
内
あ
る
い
は

外
の
空
間
を
眺
め
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
記
録
さ
れ
た
こ
と
が
想
像

で
き
よ

う
。餘

慶
堂
の
内
部
に
関
し
て
、
四
四
年
も
離
れ
た
二
つ
の
記
録
に
生
花
の
種
類

は
違
う
も
の
の
、
調
度
品
類
は
大
き
く
入
れ
替
え
が
な
か

っ
た
。
上
段
の
問
は

将
軍

の
御
座
所
と
し
、
書
院
床
の
間
に
は
狩
野
養
川

の
福
禄
寿
と
山
水
の
三
幅

の
掛
け
軸
を
掛
け
、
大
な
る
唐
か
ね
の
砂
鉢
を
置

い
て
あ
づ
た
。
二
の
間
に
は

文
震
孟
が
隷
書
で
書

い
た

「餘
慶
堂
」

の
額
が
あ
り
、
雪
舟
の
掛
け
軸
の
山
水

画
を
掲
げ
、
机

に
唐
銅
獅
子
の
香
炉
を
置
い
た
。
後
之
間
に
越
雪
湖
の
梅
の
絵

な
ど
が
飾
ら
れ
、
御
湯
殿

に
狩
野
探
幽
が
六
五
歳

の
時
の
作
品

に
、
林
和
靖

・

李
太
白
を
描

い
た
二
幅

の
掛
け
軸
を
掛
け
て
い
た
。
御
三
家
の
筆
頭
に
相
応
し

い
品
揃
え
で
あ
り
、
水
谷
友
之
右
衛
門
が

「皆

い
み
し
き
世
に
稀
な
る
物
な

り
」
と
感
嘆
し
た
と
お
り
、
珍
し
い
調
度
品
が
調
え
ら
れ
た
。
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図4餘 慶堂の図 外山御庭之図(享 和元年1801国 立国会図書館蔵)

図
4
の

「
外
山
御
庭
之
図
」
(享
和
元
年

一
八
〇

一
)
に
餘
慶
堂
の
模
様
が
描

か
れ
て
い
る
。
建
物
の
正
面
か
ら
庭
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
庭
は
餘
慶
堂

に
所
属
し
て
い
る
小
さ
な
庭
で
、
清
楚
な
敷
石
で
広
い
園
内

へ

と
導
か
れ
て
い
る
。
画
面

の
右
下
に

「富
士
見
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時

の

建
物

の
名
称
を
書
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
書
院
か
ら
蔀
戸
を
開
け
、
富
士

山
を
見
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
富
士
山
の
観
賞
は

餘
慶
堂
の
重
要
な
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
想
像
で
き
よ
う
。

4

戸
山
荘
の
眺
望
景
観

享
保
二
〇
年
(
一
七
三
五
)
三
月
に
戸
山
荘
で
花
見

の
園
遊
が
行
わ
れ
た
。
久

世
舎
善
は

「戸
山
御
庭
記
」
(大
田
南
畝
写
)
と
い
う
文
献
に

「名

に
高
き
戸
山

の
御
館

へ
花
見
の
御
ゆ
る
の
御
供
に
ま
か
り
て
、
御
庭
の
景
色
も
あ
ら
ま
し
見

(22
)

侍
り
し
に
」
と
記
し
た
。
久
世
舎
善
は
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
の
臣
で
あ
り
、
こ

の
記
録
は
戸
山
荘
で
園
遊
会
を
し
た
時
の
随
行
記

で
あ
る
。
花
見
の
園
遊
と
と

も
に
餘
慶
堂

の
景
勝
も
描

か
れ
た
。
久
世
舎
善
の
記
録
に
よ
れ
ぼ
、
享
保
二
〇

年

の
時
期
に
戸
山
荘
は
す
で
に
高

い
名
声
を
博
し
た
。
御
庭

の
景
色
を
た
だ
い

た
ず
ら
に
見
る
の
も
口
惜
し
く
、
ま
た
他
日
に
友
達
に
語
り
伝
え
る
た
め
、
紙

と
筆
を
持
ち
、
景
勝
を
記
録
し
た
。
そ
れ
に
も
見
落
と
し
た
と
こ
ろ
が
多
く
、

ほ
ん
の
大
海

の

一
滴
し
か
記
録
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
当
時
尾
張
藩
士
で
あ

っ
て
も
簡
単

に
出
入
り
で
き
な

い
戸
山
荘
を
見
学

で
き
る
こ
と
自
体
、

一
種

の

名
誉
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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図5文 震孟の 「餘慶堂」の額(福 田助左衛門擬書
名古屋市蓬左文庫蔵)

(前

略
)
「
爰

に
餘
慶
亭
と
御
額

か
か
り
た
る
御
殿

あ
り
。
景
色

一
し

ほ
勝
れ
た
り
。
又

富
士
見
の
御
殿
と

　お

　

も

い
ふ
よ

し
。
」

と
記
さ
れ
、
餘
慶

堂
の
眺
望

に
関
す

る
大
事
な
ヒ
ン
ト

が
こ
の

一
文
か
ら
見
出
せ
る
。
こ
こ
に
餘
慶
亭
と
い
う
額
が
掛
け
ら
れ
、
景
色

が
勝
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
餘
慶
亭
と
い
う
額
の
掛
か

っ
た

こ
の
建
物
は

「富
士
見

の
御
殿
」
と
も
い
う

ら
し
い
。
大
事
な
の
は

「富
士
見

の
御
殿
」
と
い
う
表
現
が
出
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
江
戸

の
高
所
か
ら
富
士
山

を
眺
め
る
記
録
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
主
に
記
録
さ
れ
た
の
は
富
士
見

坂
、
両
国
橋
、
武
蔵
野
、
江
陵
金
地
な
ど
物

見
遊
山
の
名
勝
地
か
ら
の
眺
望
で

あ

っ
た
。
戸
山
荘
の
餘
慶
堂
の
よ
う
に
、
大
名
家
の
建
物
自
体
が

「富
士
見
」

と
い
う
名
称
を
冠
し
た
の
は
稀
な
例

で
あ
る
。
下
高
田
村
の
富
士
見
茶
屋
は
同

じ
く
建
物
か
ら
の
富
士
眺
望
で
特
徴
付
け
ら
れ
た
が
、
餘
慶
堂
よ
り
遥
か
に
後

の
文
化
九
年

(
一
八

=

一)
こ
ろ
に
成
立
し
た
景
観
で
あ

る
。
「富
士
見

の
御

殿
」
と
い
う
呼
び
名
で
餘
慶
堂
の
景
観
特
徴

を
表
し
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

戸
山
荘
か
ら
の
眺
望
景
観
が
江
戸
後
期

に

「富
士
百
景
」
に
選
ば
れ
た
の
も
こ

(24

)

う

い
っ
た
建
物

の
眺
望
機
能
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
図
5
の
額
は
文
震
孟

が
書

い
た

「餘
慶
堂
」
の
擬
書
で
あ
る
。
文
震
孟

(
一
五
七
四
-

一
六
三
六
)

は
明

の
蘇
州
出
身

の
大
学
士
で
あ
る
。

同
じ
く

コ
尸
山
御
庭
記
」
は
、
餘
慶
堂
か
ら
の
眺
望
景
観
と
建
物
と
の
関
係

に
大
き
な
手
が
か
り
を
提
供
し
た
。
「西
南
を
正
面
に
う
け
、
か
け
造
り
に
て
、

前
に
御
し
き
舞
臺
あ
り
」
と
書
か
れ
、
餘
慶
堂
の
正
面
は
西
南
方
向

に
向
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
南
方
向
は
ち
ょ
う
ど
富
士
山
が
見
え
る
方
向

に
当
た

っ
て
い
る
。
こ
の
記
録
か
ら
、
餘
慶
堂
の
建
築
当
初
、
富
士
観
賞
が
す
で
に
考

慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
「御
座
所
よ
り
む
か
ひ
て
富
士

山
き
と
見
え
た
り
。
見
わ
た
し
た
る
か
き
り
」
と
、
上
の
間
の
御
座
所
よ
り
向

か
い
側

の
富
士
山
が
き
り
り
と
見
え
た
り
、
遠
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、

大
き
な
る
松

の
木
立
し
け
り
あ
ひ
た
る
を
、
枝
を
た
め
葉
を
な
ら

へ
ぬ
る

に
や
、
中
く
ほ
に
い
と
平
か
に
作
り
な
し
て
、
む
か
ふ
さ
ま
に
富
士
を
の

(
25
)

せ

た

る

か

と

見

ゆ

。

大
き
な
松
の
枝
を
切
り
払

い
、
真
ん
中
を
窪
む
よ
う
に
す
る
な
ど
、
富
士
山

を
松
の
上
に
載
せ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
。
そ
の
巧
み
な
さ
ま
、
筆
に
も
及
び

が
た
く
、
言
葉
に
も
述

べ
が
た
い
と
い
う
。
餘
慶
堂
か
ら
遠
望
し
た
富
士
山
は
、
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ち
ょ
う
ど
緑
の
松

の
上
に
白

い
扇
子
を
載

せ
た
よ
う
な
巧
妙
な
仕
組

み
だ
と
い

う
。

白
扇
倒
懸
東
海
天
と

い
ふ
る
石
川
丈

山
も
、
此
所

に
て
は
白
扇
直
懸
戸
山

(
26
)

松
と
や
い
ひ
な
ま
し
。
ま
こ
と
に
積
善

の
餘
慶
亭
な
り
。

「白
扇
倒
懸
東
海
天
」
の
名
句
を
作

っ
た
石
川
丈
山
は
、
も
し
こ
こ
の
景
色
を

見
た
ら
、
き

っ
と

「白
扇
直
懸
戸
山
松
」

と
詩
を
書
き
換
え
る
で
あ
ろ
う
と
餘

慶
堂

の
遠
望
景
観
を
絶
賛
し
た
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
石
川
丈
山

(
一
五
八
ゴ
丁

一
六
七
二
)
は
、
近
世
漢
詩
人
の
代
表
者

の

一
人

で
あ
る
。
儒
学
を
藤
原
惺
窩

に
学
び
、
文
人
や
書
家

で
あ
り
な
が
ら
、
京

都
の
詩
仙
堂
を
構
え
た
築
庭
家
で

も
あ

っ
た
。
「白
扇
倒
懸
東
海
天
」
は
石
川
丈
山
が

一
六
二
三
年
に
書

い
た
漢

(27

)

詩
の

『富
士
山
』
に
あ
る
名
文
句

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
、
日
本
の
空

高
く
、
白
絹
を
張

っ
た
扇
が
、
さ
か
さ
ま
に
吊
り
下
げ
ら
れ
た
形
で
あ
る
。

富
士
山
を
扇
子
に
喩
え
る
表
現
は
、
江
戸

時
代
の
漢
詩
文
の
中
で
よ
く
見
ら

れ
る
。
庭
園
の
眺
望

に
関
す
る
文
献

に
富

士
山

の
表
現
を
調

べ
る
と
、
コ
尸
山

御
庭
記
」
の
他
に
も
富
士
山
を
扇
子
に
喩

え
た
文
句
が

い
く

つ
か
あ

っ
た
。
寛

(28
)

永

一
〇
年

(
一
六
三
三
)
に
書
か
れ
た

「佐
久
間
親
衛
校
尉
別
墅
十
景
」
と
寛

永

一
六
年

(
一
六
一二
九
)
の

「観
物
園
記
」

に
保
科
氏
新
銭
座
邸
庭
園

の
富
士

　
　
　

遠
望
に
関
し
て
、

い
ず
れ
も
富
士
山
を

「銀
扇
」
に
喩
え
、
さ
か
さ
ま
に
吊
り

下
げ
た
形
と
し
た
。
明
ら
か
に
石
川
丈
山

の

「白
扇
倒
懸
東
海
天
」
の
影
響
が

見
ら
れ
る
。

久
世
舎
善
も
富
士
遠
望
を

「白
扇
直
懸
戸
山
松
」
と
い
う
文
句
を
作

っ
た
。

戸
山
の
松
に
扇
を
直
ち
に
掛
け
た
よ
う
に
富
士
山
が
載

っ
て
い
る
と
い
う
。
扇

子
の
よ
う
な
富
士
に
加
え
、
戸
山
荘
の
松
を
強
調
す
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
こ
で
、
松
に
手
を
加
え
る
工
夫
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
い
う
表
現
が
生
ま

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
こ
と
に
積
善
の
餘
慶
亭
な
り
。
千
代
も
猶
栄

へ
ん
君
か
庭
の
面
の
松
の

　
　
　

は
こ
し
に
み
ゆ
る
ふ
し
の
根

と
記
述
さ
れ
る
の
は
、
積
善

の
餘
慶
亭
と
君
の
千
代
猶
栄
を
連
想
さ
せ
、
富
士

山

の
景
色

に
忠
君
の
儒
教
的
意
味
を
付
与
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
「松

の
は
こ

し
に
」
の
と
こ
ろ
に
、
ま
た
戸
山
荘
の
松
を
強
調
す
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
こ

こ
の

「松
」
は
餘
慶
堂
の
眺
望
に
か
か
わ
る
大
事
な
道
具
と
し
て
、
あ
る
意
味

で
眺
望

の
性
質
を
定
め
る
存
在
と
も
い
え
る
。
餘
慶
堂

の
眺
望
は
借
景
と
言
え

る
か
ど
う
か
は
後

に
分
析
す
る
が
、
こ
こ
で
園
外
を
眺
望
す
る
た
め
、
松
の
造

形
を
利
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
戸
山
荘
の
松
は

「額
縁
」
効
果
を

果
た
し
た
。
借
景
の
用
語
を
借
り
て

い
え
ば
、
戸
山
荘
の
松
は
見
切

り

(中

景
)
に
当
た
る
。

「戸
山
御
庭
記
」

に
は
餘
慶
堂

の
ほ
か
、
ほ
か
の
施
設
か
ら
の
眺
望
に
関
し
て

も
記
述
が
あ
る
。
た
と
え
ば
臨
遥
亭
か
ら
は
庭
園
周
辺
の
景
を
見
回
す
こ
と
が

139



　
れ
　

で
き
た
と
い
う
。
小
石
川
台
地
、
筑
波
山
な
ど
地
形
の
高

い
所
か
ら
眺
望
が
で

き
た
記
録
は
他
の
園
遊
記

に
も
よ
く
見
ら

れ
る
が
、

こ
こ
で
興
味
深

い
の
は

「民
の
か
ま
と
」
な
ど
身
近
な
生
活
景
観
も
観
賞
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
江
戸
中
期
か
ら
庭
園
観
賞
に
値
す
る
も
の
は
歴
史
的

「美
景
」
だ
け

で
は
な
く
、
こ
う

い
っ
た

「雑
景
」
も
視
野

に
入
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

図6宝 暦頃戸山御屋敷絵図(東 京市史稿 より)

戸
山
荘

の
最
盛
期
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
人
物
と
し
て
尾
張
藩

七
代
藩
主
の
徳
川
宗
春

(藩
主
在
職

一
七
三
〇
ー

一
七
六
四
)
と

一

一
代
将
軍
の
徳
川
家
斉

(将
軍
在
職

一
七
八
七
-

一
八
三
七
)
の
存

在
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
宗
春
は
幕
府
の
倹
約
政
策
に

真
向
う
か
ら
挑
戦
す
る
か
の
よ
う
に
、
財
政
積
極
論
者
と
し
て
派

手
な
生
活
を
自
ら
も
楽
し
み
、
消
費
生
活
を
主
張
し
、
経
済
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
尾
張
で
遊
里
の
営
業
を
許
可
し
、
芝
居

上
演

の
禁
も
緩
め
た
。
江
戸
で
は
吉
原
の
遊
女
春
日
野
を
連
れ
出

し
て
、
戸
山
荘

へ
囲

っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
派
手

好
み
で
、
豪
放
な
性
格
を
も

つ
宗
春
の
趣
味
が
、
最
盛
期

の
戸
山

荘
に
投
影
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
盛
期
の
戸
山
荘
を
描

い
た
絵
図
に

「宝
暦
頃
戸
山
御
屋
敷
絵

図
」
が
あ
る

(図
6
)
右
上

の
墨
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
図
は

明
治
四
年

(
一
八
七

一
)
、
旧
家
臣
の
平
野
知
雄
が
宝
暦
頃

(
一
七

五

一
～
六
四
)
の
絵
図
を
縮
図
に
し
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
寛
政
年
間
の

一
一
代
将
軍
家
斉
は
、
田
沼
意
次
を
排
し
」

て
、
松
平
定
信
を
老
中
主
座
と
し
、
学
問
を
奨
励
、
寛
政
の
改
革
を
行
わ
せ
た

明
主
で
あ
る
。
五
〇
年
間
に
わ
た
り
文
化

・
文
政
の
江
戸
文
化
爛
熟
期
に
君
臨

し
た
。
私
生
活
の
面
で
は
、
家
斉
は
贅
沢
な
生
活
を
楽
し
み
、
こ
と
の
ほ
か
庭

園
が
す
き
だ

っ
た
。
『続
徳
川
実
紀
』

に
は
、
家
斉
が

い
か
に
庭
園

に
関
心
が

深
か

っ
た
か
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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或
と
し
御
政
事
の
い
と
ま
。
近
習
の
者

し
て
御
小
座
敷
の
庭
に
假
山
を
作

(32
)

ら
し
め
。
盆
池
を
設
け
魚
を
放
ち
。
草
木
を
も
心
有
さ
ま
に
植
な
し
給
ひ
。

政
事

の
暇
、
自
分
の
邸
宅
に
庭
を
作
ら
せ
た
。
仮
山
を
造
ら
せ
、
池
を
設
け
、

魚
を
放

っ
て
、
草
木
を
植
え
た
り
し
た
。
し
か
し
、
将
軍
が
あ
ま
り
に
も
庭
園

に
関
心
を
持
ち
す
ぎ
る
の
を
側
近
た
ち
は
心
配
し
た
。

御
側
用
人
松
平
伊
豆
守
信
明
謹
で
申
上
し
は
。

い
か
に
も
御
物
数
寄
残
る

處
な
く
出
来
仕
た
り
。
併
か
か
る
樔
細

の
假
山
盆
池
を
も

つ
て
。
御
心
を

楽
し
め
た
ま
ふ
こ
と
は
。
恐
な
が
ら
狭

き
御
こ
と
な
り
。
天
下
国
家
を
治

め
給

ふ
御
身
に
て
は
。
海
内

の
山
岳
滄
海

み
な
御
庭
も
お
な
じ
こ
と
な
り
。

(33

)

(中
略
)
は
ば
か
ら
ず
諌
め
奉
り
し
か
ば

。

側
用
人
の
松
平
信
明
は
次
の
よ
う
に
諫
め
た
と
い
う
。

い
か
に
お
庭
が
綺
麗

に
巧
妙

に
で
き
て
も
、
心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
れ
は
天
下
国

家
の
責
任
を

一
身
に
負
う
将
軍
に
と

っ
て
は
些
細
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
の

山
岳
滄
海
は
み
な
将
軍
の
お
庭
で
あ
る
と
見

な
す
胸
襟
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
憚

ら
ず
に
信
明
が
諌
め
た
。

周
囲

の
多
く
は
将
軍

に
直
言
す
る
こ
と
を
憚
る
気
分
が
強

い
な
か
、
こ
う
し

た
率
直
な
諌
言
は
将
軍
に
と

っ
て
き
わ
め
て
新
鮮
で
、
直
言
し
た
信
明
は
む
し

ろ
忠
臣
に
見
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
た
し
か
に
信
明
は
そ
の
後
大
抜
擢
さ
れ
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
決
し
て
将
軍
の
庭
園
趣
味
は
止
む
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
拡

大
し
て
い
っ
た
。
家
斉
が
御
三
家

の
屋
敷
を
始
め
、
蒲
生
家
、
内
藤
家
、
酒
井

家
、
前
田
家
な
ど
諸
大
名
の
庭
園
を
訪
れ
る
中
、
園
遊
会
を
お
こ
な

っ
た
記
録

が
残

っ
て
い
る
。
将
軍
の
御
成
を
準
備
す
る

一
環
と
し
て
、
大
名
た
ち
は
庭
園

の
整
備
を
図
り
、
江
戸
に
は
造
園
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

江
戸

の
名
園
を
数
多
く
目
に
し
た
中
、
家
斉
は

「
す
べ
て
天
下
の
園
池
は
当

(
34
V

に
こ
の
荘
を
も

つ
て
第

一
と
す
べ
し
」
と
戸
山
荘
を
絶
賛
し
た
。
特
に
戸
山
荘

の
景
観
が
気
に
入

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
家
斉
は
実
に
よ
く
戸
山
荘
に
足
を
延
ば

し
た
こ
と
は
記
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

寛
政
十
年
の
記
録

で
あ
る

「
と
や
ま
の
紅
葉
」
に
よ
れ
ば

「寛
政
の
は
し
め

よ
り
、
四
度
は
か
り
に
成
に
た
れ
と
、
い
つ
も
花
の
春
の
み
な
り
し
を
、
こ
た

ひ
は
、
小
く
ら
山
な
ら
ね
と
、
こ
こ
ろ
あ
る
紅
葉
に
、
(後
略
)
」
と
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
い
つ
も
春

の
花
の
頃

の
訪
問
で
あ

っ
た
が
、
今
回
は
秋
の
園
遊

で
あ

る
。
「
と
や
ま
の
紅
葉
」
は
寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)
に
書

か
れ
た
随
行
記

で
、
家
斉
は
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
に
戸
山
荘
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
僅
か
五
年

の
あ
い
だ
に
四
回
も
戸
山
荘
を
訪
問
し
た
の
は
よ
ほ
ど
戸

山
荘
が
気

に
入

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

家
斉
の
戸
山
荘
訪
問
に
関
連
す
る
記
録
や
随
行
記
か
ら
当
時

の
庭
園
景
観
を

追
跡
し
て
み
よ
う
。
寛
政
五
年

(
一
七
九
三
)
三
月
二
三
日
、
家
斉
が
は
じ
め
て

戸
山
荘
を
訪
れ
た
と
き
の
記
録
は
以
下
の
三
種
あ
る
。
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1
.
大
田
南
畝
の

「
尾
州
外
山
屋
敷

一
見

の
事
」

2
.
三
上
季
寛
の

「
和
田
戸
山
御
成
記
」

3
.
佐
野
義
行
の

「戸
山
の
春
」

ま
ず
大
田
南
畝
の

「
尾
州
外
山
屋
敷

一
見

の
事
」
を
通
し
て
戸
山
荘
の
眺
望

を
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
記
録
は
三
月
二
三
日
の
将
軍
の
光
臨

に
先

立
ち
、
戸
山
荘
を
見
分
し
た
時
の
記
録
で
あ

る
。
本
文
の
内
容
は
、
主
観
を

一

切
ま
じ
え
ず
、
庭
の
施
設
を
道
筋

に
沿

っ
て
淡
々
と
書
き
上
げ

て
い
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
文
章
に
は

「見
晴
ら
し
」
と
い
う
言
葉
が
五
回
も
出
て
く
る
。
大

田
南
畝
は
立
ち
止
ま

っ
て
園
内
あ
る
い
は
園
外

の
景
色
を
何
度
も
眺
め
回
し
た

ら
し

い
。
「見
晴
ら
し
」
の
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ

「廬
山
寺
」、
「文
殊
堂
」
、
「南

西
御
茶
屋
」、
「団
円
峰
」、
「両
臨
堂
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
眺
望
の
地
点
と

眺
望
景
観
を
表
に
す
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

場
所

眺
望
し
た
景
観

原
文

廬
山
寺

水
辺

廬
山
寺
見
晴
し
水
辺
あ
り

文
殊
堂

水
辺

前
の
水
辺
つ
づ
き
の
見
晴
し

南
西
御
茶
屋

柴
原

此
御
茶
屋
右
向
の
方
柴
原
見
晴
し

団
円
峰

杣
水
辺

此
峰
の
見
晴
し
杣
水
辺
な
り

両臨

堂

園
内

両
臨
堂
前
見
晴
し
に
て
暫
く
休
み

餘慶

堂

富
士
山

此
上
よ
り
不
二
見
ゆ
る

「尾
州
外
山
屋
敷

一
見

の
事
」
を
参
照
し
て
作
成
す
る

な
お
、
餘
慶
堂
の
眺
望
に
関
し
て
は

「此

正
面
よ
り
左
り
の
方
に
松
紅
葉
其

(35
)

外
の
植
込
刈
込
な
り
。
此
上
よ
り
不
二
見
ゆ
る
」
と
記
さ
れ
、
餘
慶
堂

の
正
面

か
ら
左

の
方
に
松
や
紅
葉
な
ど

の
植
込
み
、

刈
込
み
が
あ
り
、
そ
の
上
か
ら
富

士
山
が
見
え
た
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
将
軍
来
訪
の
当
日
の
様
子
を
記
し
た
随
行
記
が
二
つ
あ
る
。
旗
本

(36
)

(
37
)

三
上
季
寛

の

「和
田
戸
山
御
成
記
」
と
佐
野
義
行

の

コ
尸
山

の
春
」
で
あ
る
。

三
上
の
記
録
は
戸
山
荘
内
の
各
景

に
つ
い
て
ほ
ぼ
余
す
こ
と
な
く
触
れ
て
お

り
、
餘
慶
堂

の
眺
望
に
関
し
て
も
詳
し
く
述

べ
て
い
る
。
大
樹
を
く
ま
な
く
植

え
て
い
る
が
、
切
り
開
か
れ
た
梢

の
間
に
遥
か
に
五
重
の
塔
が
見
え
、
ど
こ
の

伽
藍
か
と
思

っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
庭

の
中
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
聞

い
て
驚

い
た
。
同
じ
よ
う
な
手
法
で
左
手

の
枝
の
梢
を
馬
場
の
囲

い
の
よ
う
に
平
ら
に

切
り
抜

い
て
あ
る
。
何

の
た
め
か
と
思

っ
て
見
た
ら
、
富
士
山
の
高
嶺
が
白
々

と
見
え
た
、
な
ど
の
記
述
が
展
開
し
て
い
く
。
ま
た
、
拾
翠
台
と
名
付
け
ら
れ

(38

)

た
建
物
か
ら
の
眺
望
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
見
渡
せ
ば
、
高
田

馬
場
や
雑
司
が
谷
、
鬼
子
母
神
な
ど
く
ま
な
く
観
賞
で
き
た
と
い
う
。

も
う

一
つ
の
佐
野
義
行
の

コ
尸
山
の
春
」
に
も
当
日
の
状
況
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
義
行
は
家
禄
三
五
〇
〇
石

の
旗
本
で
、
こ
の

コ
尸
山

の
春
」
は
か
な
り

(
39
)

広
く
書
き
写
さ
れ
た
ら
し
い
。

木
立
の
う
え
か
ら
富
士
の
高
嶺

の
見
晴
ら
し
は
す
ば
ら
し
い
と
聞

い
た
が
、

そ
の
日
、
曇
り
の
せ
い
で
見
え
な
か

っ
た
の
で
大
変
口
惜
し
い
と
の
記
述
が
あ

る
。
五
重

の
塔
が
遥
か
に
見
え
た
。
富
士
山
の
観
賞
が
で
き
る
よ
う
に
、
高
い

梢
を
切
り
払
い
、
遠
く
ま
で
見
通
せ
る
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
と
の

記
録
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
佐
野
義
行
に
と

っ
て
富
士
遠
望
は
叶
わ
な
か

っ
た

け
れ
ど
も
、
眺
望
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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二

つ
の
記
録
を
読
む
と
、
富
士
遠
望
に

つ
い
て
矛
盾
が
生
じ
る
。
同
じ
日
に

三
上
季
寛
は
、
富
士
山
を
遠
望
で
き
た
と
記
録
し
た
の
に
対
し
、
佐
野
義
行
の

場
合
、
曇
り
で
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
時
的
に
曇

っ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戸
山
荘

の
観
賞
に
お
い
て
は
富
士
遠
望
が

大

い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
ま
た
富

士
山
の
眺
望
が
賞
賛
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
富
士
山

の
遠
望
景
観
を
好
ん
で
観
賞
し
、
そ
の
た
め
に
木

の
枝
を

切
り
払
う
手
法
も
久
世
舎
善
の
時
代
と
変

っ
て
い
な
い
。

将
軍
家
斉
は
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
戸
山
荘

を
訪
れ
た
。
そ
の
都
度
随
行
記
や

園
記
が
書
か
れ
、
餘
慶
堂

の
眺
望
景
観
に
関

し
て
は
多
く
の
記
述
が
残

っ
て
い

る
。
ま
ず
寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)

一
〇
月
七
日
、
将
軍
家
斉
が
秋

の
戸
山

　れ
　

荘

に
再
々
度
遊
ん
だ
時

の
随
行
記
は
成
島
衡
山
の
記
録
が
あ
る
。

成
島
衡
山

(勝
雄
)
は
幕
府

の
儒
官

で
あ

る
。
彼
も
ま
た
、
将
軍

の
お
供

に

加
え
ら
れ
た
こ
と
を
た

い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
。
こ
れ
ま
で
の
園
遊
会
は
い
つ
も

春
ば

か
り
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
度
は
紅
葉
の
戸
山
荘
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
。

こ
の
記
録
の
内
容
は
そ
れ
以
前

の
も
の
と
際
立

っ
た
違

い
は
認
め
ら
れ
な

い
。

け
れ
ど
も
林
の
梢
が
十
間
ば
か
り
剪
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
合
間
か
ら
富
士
の

高
嶺

に
あ
る
雪
が
白
々
と
見
え
た
。
こ
の
眺
望
構
成
の
巧
み
さ
に
は
言
葉
で
表

現
で
き
な
い
感
動
を
受
け
た
と
い
う
。
具
体

的
数
字
を
挙
げ

て
林
を
剪
定
す
る

規
模
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
初
め
て
で
あ

る
。
言
葉
ど
お
り

「十
間
」
、

つ

ま
り

一
八
メ
ー
ト
ル
余
り
の
剪
定
が
確
か
だ

と
す
る
と
、
か
な
り
の
長
さ
と
規

模

の
工
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

林
頭
工
剪
成
凹
字
、
突
出
松
問
富
士
峰

庭
師

に
よ
り
凹
字

に
剪
定
さ
れ
、
松
の
問
か
ら
富
士
山
の
峰
を
突
出
さ
せ
て

眺
望
さ
せ
る
と
い
う
詩

の
表
現
で
あ
る
。
効
果
的
な
眺
望
を
図
る
手
法
が
細
か

く
描
写
さ
れ
、
松
と
い
う
仲
介
を
通
し
て
、
遠
く
の
富
士
を
見
る
と
い
う
人
工

的
効
果
を
強
調
さ
せ
る
手
法
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

家
斉
時
代

の
尾
張
藩
九
代
藩
主
で
あ

っ
た
徳
川
宗
睦

(
一
七
三
三
ー

一
八
○

○
)
は
詩
作
や
園
遊
、
茶
会
な
ど
を
好
ん
で
催
し
た
文
化
人
で
も
あ
る
。
宗
睦

は
、
宝
暦

二

年

二

七
六

一
)
に
尾
張
藩
主
と
な
り
、
以
降
約
四
〇
年

に
わ

た
り
藩
を
治
め
、
中
興

の
祖
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
戸
山
荘
も
こ
の
時
代

に
再
び
盛
期
を
迎
え
た
。
戸
山
荘
は
家
斉
を
は
じ
め
て
迎
え
た
寛
政
五
年

(
一

七
九
三
)
よ
り
前
、
す
で
に
高

い
名
声
を
博
し
た
が
、
お
そ
ら
く
将
軍
を
接
待

す
る
た
め
、
天
明
期

(
一
七
八

一
-
八
九
)
か
ら
寛
政

の
は
じ
め
ご
ろ
に
か
け

て
さ
ら
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
れ
　

宗
睦
は
詩
文
に
造
詣
が
深
く
、
自
ら
歌
を
作

っ
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
。
戸

山
荘
で
も
好
ん
で
詩
文
で
景
観
を
称
揚
し
た
。
尾
張
藩
明
倫
堂
の
督
学
と
し
て

藩
学
を
興
し
て
い
た
細
井
徳
民
に
命
じ
、
有
名
な
戸
山
荘
二
十
五
景
を
選
ば
せ
、

詩
を
作
ら
せ
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
二
十
五
景

の
筆
頭
を
飾
る
の
は
餘
慶
堂
の

景
観
で
あ

っ
た
。
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飛
花
如
雪
散
春
筵
。
十
里
仙
松
翠
欲
煙
。
元
侯
富
貴
何
須
問
。
日
酌
千
樽

あ
　

会
衆
賢

(散
り

ゆ
く
花

は
雪

の
よ
う

に
春

の
宴

の
席

に
舞

い
落

ち
。

十
里

に
及

ぶ
仙

松

は
緑

に
霞
も

う

と
し

て

い
る
。

元
侯

(宗

睦
)

の
富
貴

を

今

さ
ら
尋

ね

る
必
要

は

な

い
だ

ろ
う

。

一
日

に
千

樽

を
酌

み
交

わ
し
大

勢

の
賢
者

と
会

っ
て

い
る

の
だ

か
ら
。
)

こ
こ
に
は
春
の
戸
山
荘
で
の
賑
や
か
な
宴
会

の
様
子
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

餘
慶
堂

の
周
囲
に
は

「十
里
の
仙
松
」
と
い
う
緑
い
っ
ぱ
い
の
環
境
が
あ
る
。

細
井
徳
民
の
作

っ
た

「戸
山
荘

二
十
五
勝
詩
」
は
戸
山
荘
の
二
五
箇
所
を
題

と
し
て
作

っ
た
詩

で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
餘
慶
堂
か
ら
修
仙
谷
ま
で
の
十
三

景
を
七
言
絶
句
で
、
臨
遥
亭
か
ら
玉
圓
峯
ま

で
の
十
二
景
を
五
言
絶
句
で
詠

っ

て
い
る
。
実
に
韻

の
合

っ
た
詩
で
あ
り
、
詩

の
内
容

に
潜
む
伝
説
を
連
想
さ
せ
、

各
名
勝
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
さ
せ
る
。
観
客

の
心
を
掴
む
よ
う
な
見
事
な
漢
詩

で
あ
る
。
特

に
桃
源
郷
の
隠
居
風
景
が
詩
の
至
る
所
に
読
み
取
れ
、
文
人
の
理

想
的
景
観
が
戸
山
荘
の
名
勝
に
託
さ
れ
、
表
現
さ
れ
て
い
る
。
眺
望
に
つ
い
て

詠
ま
れ
た
部
分
は
両
臨
堂
、
臨
遥
亭
、
拾
翠
臺
、
玉
圓
峯
の
四
箇
所
に
及
ん
で

い
る
。

(カ
ッ
コ
内
に
訳
)

両
臨
堂

眼
界
蒼
池
與
茂
林
、
両
臨
堂
上
画
蕭
森
、
清
遊
盡
日
無
塵
事
、

唯
有
松
風
入
玉
琴
。

(両
臨
堂

視
界
に
入
っ
て
く
る
の
は
青
い
池
と
生
い
茂
る
林

両
臨
堂
で
ひ
っ
そ
り
と
し
た
森
の
た
た
ず
ま
い
が
描
か
れ
る

終
日
風
雅
な
遊
び
を
し
て
浮
き
世
の
雑
事
は
無
く

た
だ
松
を
吹
き
抜
け
た
風
が
美
し
い
琴
の
音
を
奏
で
る
の
み
)

臨
遥
亭

一
望
林
亭
上
、
迢
々
目
不
窮
、
分
明
辨
物
象
、
都
在
落
暉
中

(臨
遙
亭

林
の
中
の
あ
ず
ま
や
か
ら
見
渡
せ
ば
、

(視
界
は
)
は
る
か
に
果
て
し
な
く
広
が
る

自
然
の
景
色
が
は
っ
き
り
見
分
け
ら
れ

す
べ
て
は
夕
日
の
中
で
あ
る
)

拾
翠
臺

日
夕
高
臺
上
、
晴
煙
満
野
堀
、
千
山
唯

一
黛
、
咫
尺
染
眉
青

(拾
翠
臺

夕
方
高
台
に
昇
れ
ば

う
ら
ら
か
な
春
の
霞
が
郊
外
に
満
ち
て
い
る

連
な
る
山
々
は
た
だ
た
だ
黛
の
よ
う
に
黒
い
が

す
ぐ
そ
こ
は
眉
が
青
に
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
)

玉
圓
峯

孤
峯
削
翠
玉
、
登
眺
出
塵
埃
、
水
光
兼
樹
影
、
都
向
境
中
開

(玉
圓
峯

孤
峯
は
翠
玉
を
削
っ
た
か
の
よ
う

登

っ
て
眺
め
れ
ば
、
俗
世
間
を
脱
し
た
思
い
で
あ
る

水
の
光
も
樹
木
の
影
も

す
べ
て
が
視
界
に
展
開
し
て
い
る
)
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図7餘 慶 堂前庭 戸 山山荘圖藁(寛 政10年1798谷 文晁 国華1148号)

寛
政

一
〇
年

(
一
七
九
八
)
九
月

に
は
、
徳
川
宗
睦

は
著
名
な
画
家
の
谷
文

晁
を
戸
山
荘
に
招
き
、
徳
民

の
二
十
五
景

の
詩
を
も
と
に
絵
を
描
か
せ
た
。
そ

の
中

に

「餘
慶
堂
前
庭
」
と
い
う

一
幅
が
あ

っ
た

(図
7
)。
そ
の
翌
月
に
は
、

将
軍
家
斉
を
再
々
度
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
戸
山
荘
の
最
盛
期
と

い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
谷
文
晁
の
戸
山
荘
絵
図
と
細
井
徳
民
の
詩
を
対
照
し
な
が
ら
、

こ
の
時
代

の
戸
山
荘
の
景
観
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

現
在
谷
文
晁
の
図
と
同
封
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る

コ
尸
山
荘
二
十
八
図
記
」

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
餘
慶
堂
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「餘
慶
堂

図

是
為
餘
慶
堂
南
面
、
堂
本
西
面
、
西
南
雙
岱
之
間
、
開
林
出
富
嶽
、
次
而

遠
樹
頂
上
轟
然
者
、
世
外
寺
五
層
塔
也
、
堂
前
石
路
岐
、
右
入
林
間
、
則
出
茯

　も
　

苓
坂
」。
こ
の
図
は
餘
慶
堂
の
南

か
ら
見
た
景
観
で
、
堂
は
本
来
西

に
面
し
て

い
る
と
い
う
。
富
士
山
は
戸
山
荘

の
西
南
方
向

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

餘
慶
堂
を
建
築
す
る
当
初
、
遠
望
は
す
で
に
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

山
の
間
に
、
林
を
開

い
て
富
士
の
眺
望
を
得
て
い
る
。
次
に
遠
い
木
立
の
頂
上

か
ら
轟
き
現
れ
る
の
は
、
世
外
寺
の
五
重
塔
で
あ
る
。
堂
の
前

に
石
鋪
の
道
が

あ
り
、
右
に
行
け
ば
林
間
を
た
ど

っ
て
茯
苓
坂
に
出

る
と
い
う
。

実
際
の
図
を
見
て
み
よ
う
。
図
の
右
下
に
餘
慶
堂

の
屋
根
が
描
か
れ
、
そ
こ

か
ら
見
た
前
庭
と
眺
望
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
堂

の
前
面
は
松
類
と
楓
の
木

で
覆
わ
れ
、
楓
は
綺
麗
に
紅
葉
し
て
い
る
。
石
で
鋪
か
れ
た
小
道
に
導
か
れ
、

右
の
林

に
入
り
込
む
と
、
茯
苓
坂
に
出
ら
れ
る
。
図
面

の
左
に
白
く
小
さ
く
描
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か
れ
て
い
る
の
は
富
士
山
で
あ
り
、
墨
で
書

か
れ
た

「富
士
」
と
い
う
字
が
あ

る
。
図
面

の
右

に
、
尖

っ
た
塔
の
上
部
が
描

か
れ
、
「世
外
寺
塔
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
付
近
の
樹
林
は
綺
麗
に
伐
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
は
西
南

の
二

つ
の
峰

の
間

に
、
「開
林
出
富
嶽
」
(林
を
開
い
て
富
士
の
眺
望
を
得
て
い

る
)
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
松
林

に
手
を
加
え
、
富
嶽
が
眺
望
で
き

る
よ
う
図

っ
た
こ
と
が
は

っ
き
り
わ
か
る
。
餘
慶
堂
の
富
士
は
江
戸
百
富
士
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
、
「林
間
の
富
士
」
と
称

さ
れ
て
、
す
で
に
名
勝
と
し
て

一

般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
他

の
眺
望
装
置

に
は
拾
翠
臺
、
両
臨
堂
、
玉
圓
峯

　
ぬ
　

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

谷
文
晁

(
一
七
六
三
-

一
八
四
〇
)
は
田
安
徳
川
家

の
家
臣

で
あ
り
、
江
戸
時

代
を
代
表
す
る
画
家
の

一
人
で
も
あ

っ
た
。
宗
睦
が
彼

に
戸
山
荘
二
十
五
景
を

描
か
せ
た
の
は
そ
の
実
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
戸
山
荘

の

風
景
を
描

い
た

コ
尸
山
山
荘
圖
藁
」
は
み
ず

み
ず
し
い
速
筆
で
描
か
れ
、
戸
山

荘
を
実
見
し
た
際
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
し

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
年
、

文
晁
は
全

二
十
七
図
を
清
書
二
巻

の
巻
物
に
仕
立
て
て
尾
張
家

に
納
め
た
と
い

う
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
巻
物
は
現
存
し
な

い
。

谷
文
晁
の
戸
山
荘
図

に
関
連
す
る
史
料

に

『栗
山
文
集
』
に
収
録
さ
れ
た

　あ
　

「戸
山
荘
図
跋
」
が
あ
る
。
こ
の
文
献
に
よ

る
と
、
文
晁
は
餘
慶
堂
に
お
い
て

宗
睦
に
拝
謁
し
、
こ
こ
を
起
点

に
庭
園
を
廻

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
堂
舎
橋
門
、

目
に
し
た
も
の

一
つ
一
つ
を
写
し
、
多
数
の
美
景
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
と
い
う
。

そ
れ
に
基
づ
き
寛
政

=

年

(
一
七
九
九
)
に

「戸
山
荘
圖
」
の
計

二
七
枚
が

出
来
上
が

っ
た
。
そ
の
と
き
の
底
本
は
柴
野
栗
山

(
一
七
三
六
-

一
八
〇
七
)

に
借
り
ら
れ
た
。

栗
山
は
江
戸
中
期
の
儒
学
者
、
昌
平
黌

の
教
官
で
、
程
朱
学
を
振
興
し
た
。

尾
藤
二
洲
、
古
賀
精
里
と
と
も
に
寛
政
三
博
士
の

一
人
に
数
え
ら
れ
る
人
物
で

あ
る
。
栗
山
は
寛
政

一
一
年

(
一
七
九
九
)
の
冬
、
積
年
の
願

い
が
叶

い
戸
山

荘
を
見
学
で
き
た
。
あ
ま
り
の
広
さ
に
最
初
は
戸
惑

っ
た
が
、
文
晁
の
画
稿
を

思
い
出
し
な
が
ら
庭
園
を
廻

っ
た
と
い
う
。
栗
山
は
文
晁
の
画
稿
が
極
め
て
正

確
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
し
た
。

つ
ま
り
、
文
晁
の
戸
山
荘
図
は

一
種

の
案
内
図
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
リ
ア
ル
に
戸
山
荘

の
景

色
を
描

い
た
真
景
図
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
庭
園
の
真
景
図
は
、
江
戸
中
後
期

か
ら
数
多
く
各
地

で
作
ら
れ
て
い
た
。
戸
山
荘
に
関
す
る
庭
園
図

に
は
、
宋
紫

岡

(
一
七
八
一
-
一
八
五
〇
)
を
は
じ
め
、
谷
文
晁
、
狩
野
養
川
院
惟
信

(
一
七

五
三
-

一
八
○
八
)、
長
谷
川
雪
堤

(
一
八

一
九
-

一
八
八
二
)
な
ど
、
尾
州
家

出
入
り
の
絵
師

に
よ

っ
て
繰
り
返
し
描

か
れ
て
い
た
。

一
九
世
紀
、
戸
山
荘
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
庭
園
図
と
記
録
が
い
く

つ
か
現
存

す
る
。
そ
の
中
に
は
必
ず
と

い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
餘
慶
堂
か
ら
の
眺
望
が
記
録

さ
れ
て
い
た
。
図
8
は

「戸
山
園
図
記
」
に
描

か
れ
た
眺
望
図

で
あ

る
。
コ
尸

山
園
図
記
」
は
文
化
九
年

(
一
八

一
二
)
秋
、
儒
官
の
杜
温
直
が
当
時

の
藩
主

徳
川
斎
朝
の
戸
山
荘
を
観
て
、
そ
の
景
勝
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
は
餘
慶
堂
か
ら

の
遠
望
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
内
庭
か
ら
遠
く
見

わ
た
せ
ば
、
大
樹
が
く
ま
な
く
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
右
側
に
切
り
開
か
れ
た
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図8戸 山園図記 杜温直(文 化9年1812国 立国会図書館蔵)

枝
の
間
に
遥
か
遠
く

の
五
重
の
塔
が
見
え
た
。
左
側
も
同
じ
手
法
で
枝
の
梢
を

平
ら
に
切
り
払

っ
た
が
、
そ
の
日
雨

の
せ
い
で
、
富
士
山
が
見
え
な
か
っ
た
と

い
う
。
図
と

一
緒
に
な

っ
た

コ
尸
山
園
図
記
」
は
そ
の
こ
と
を
詳
し
く
記
述
し

て
い
る
。

　ま

「蔚
蒼
翠
、
劈
開
為
凹
形
、
嵌
富
嶽
於
其
中
者
、
餘
慶
堂
之
勝
也
」
と
図
記
の

最
初

に
噂
で
聞

い
た
餘
慶
堂

の
眺
望
特
徴
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
鬱
蒼
と

し
た
翠
を
開
い
て
凹
形
に
し
、
富
士
を
そ
の
中

に
嵌
め
込
む
眺
望
は
、
餘
慶
堂

の
優
れ
た
景
色
で
あ
る
。

つ
づ

い
て
実
際
に
餘
慶
堂
に
至
り
、
景
色
を
観
賞
し

た
記
録
が
続
く
。

　き

一
道
剪
折
木
、
木
梢

一
里
計
。
富
嶽
如
在
掌
中
、
陰
雲
暗
澹
不
可
見
。

木
を
切
り
払
う
こ
と

一
里
ば
か
り
、
富
士
は
ま
る
で
手
の
ひ
ら
に
あ
る
よ
う

だ
が
、
雨
雲
が
暗
く
立
ち
こ
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
こ
で
眺
望

ス
ケ
ー
ル
の
雄
大
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
晴
れ
た
日
の
富
士
の
峰
は
き

っ
と

掌
に
あ
る
よ
う
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
富
士
山
の
眺
望
は

こ
こ
で
期
待
さ
れ
た
が
、
雨
の
せ
い
で
見
え
な
か

っ
た
。

こ
の
記
録
は
明
ら
か
に
前
代
の
餘
慶
堂
に
関
す
る
文
献
を
模
倣
し
、
既
存

の

表
現
を
使

っ
て
い
る
。
先
人
の
記
述
を
借
り
た
類
似
表
現
に
す
ぎ
な
い
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
戸
山
荘
の
維
持
管
理
は
丁
寧
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か

つ
て
の
景

観
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か

っ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
餘
慶
堂
の
富
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士
遠
望
は
名
高

い
だ
け
に
、
よ
く
維
持
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
こ
の
文
書
中

に
は
望
野
亭
か
ら
の
眺
望
に
つ
い
て
の
文
章
も
あ
る
。

西
北

の
曠
野
、
高
田
馬
場
な
ど
を

一
望
し
、

「眺
望
斯
邊
第

一
奇
」
(こ
の
辺
の

　　

眺
望
は

一
番
の
絶
景
)
だ
と
述

べ
て
い
る
。

杜
温
直
が

コ
尸
山
園
図
記
」
を
書

い
た

三
年
後

の
文
化

一
二
年

(
一
八

一

五
)、
御
用
人

の
宇
野
十
郎
右
衛
門
が

「尾

州
公
戸
山
御
庭
記
」
を
残
し
て
い

　ぬ
　

る
。
こ
の
文
書
中
に
も
餘
慶
堂
に
関
し
て
の
記
録
が
あ
る
。

餘
慶
堂

御
縁
先
に
半
鐘
有
之
候
。
横

須
賀
海
に
て
漁
夫
の
引
網

に
上
り

候

に
つ
き
、
漁
夫
差
上
、
此
所
に
御
あ
け
被
遊
候
由
申
傳
候
。
右
餘
慶
堂

の
富
士
は
江
戸
百
富
士
之
内

に
て
、
木

の
間
之
富
士
と
申
候
由

宇
野
十
郎
右
衛
門
は
、
文
化

一
二
年

に

「若
様
御
付
御
用
人
」
と
な
り
、
そ

れ
以
前
に
戸
山
荘
の
屋
敷
奉
行
を
し
て
い
た

か
も
し
れ
な

い
。
こ
こ
で
餘
慶
堂

の
富
士
は

「江
戸
百
富
士
」
の

一
つ

「木
の
間
之
富
士
」
と
い
う
表
現
が
使
わ

れ
て
い
る
。
富
士
山

の
絶
景
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
や
は
り
松
の

木
に
工
夫
を
し
て
実
現
し
て
い
る
。
餘
慶
堂

か
ら
の
遠
望

の
特
徴
は
松

の
木
を

除

い
て
は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
江
戸
中
後

期
に
富
士
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、

そ
の
風
潮
の
中

で
新
し
い
江
戸
名
所
の

一
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
当
時
の
尾
張
藩
は
法
を
設
置
し
た
た
め
、
高

い
身
分
の
武
家
た
ち
で
さ
え

も
容
易
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
戸
山
荘

で
あ
る
が
、
入
る
人
に
と

っ

て
は
、

一
種
の
名
誉

に
な
り
、
多
く
の
園
遊
記
も
綴
ら
れ
た
。
そ
こ
で
庭
園
の

神
秘
感
も

一
層
増
し
、
名
も
高
ま

っ
た
で
あ
ろ
う
。
餘
慶
堂
の
遠
望
景
観
が
江

戸
の
名
所
に
ま
で
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
時
代
の
動
き
と
人
間
の
心

理
を
う
ま
く

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
結
果
と
も
い
え
よ
う
。

旧
尾
張
藩
士

の
平
野
知
雄
も
明
治
時
代
に

「尾
侯
戸
山
苑
図
」
を
残
し
た
。

平
野
は
か
つ
て
何
十
年
も
の
間
戸
山
荘

の
中
に
生
活
し
て
い
た
の
で
、
内
部

の

人
で
し
か
わ
か
ら
な

い
事
情
を
詳
細

に
記
録
し
、
詳
し

い
絵

に
描
き
、
貴
重
な

文
献
を
残
し
た
。
図
9
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
畭
慶
堂
か
ら
の
富
士
山
の
遠
望
は

大
規
模
な
植
物
の
剪
定
を
通
し
て
獲
得
で
き
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
作
業
に

よ

っ
て
平
坦
に
な

っ
た
松
の
木
を
詳
細
に
描
き
、
遠
方

の
富
士
山
も
は

っ
き
り

描

い
て
い
る
。
本
図
は
か
つ
て
の
戸
山
荘

の
景
観
を
非
常

に
リ
ア
ル
に
表
現
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
御
用
絵
師
に
命
じ
て
美
景
を
屏
風
に
描
か
せ
、
鑑
賞

す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
ら
の
鑑
賞
を
通
し
て
、

一
つ
の
共

通
認
識
が
培
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
餘
慶
堂

の
眺
望
を
描

い
た
幾

つ
か
の
絵

図
が
残

っ
て
い
る
。
図
10
は

コ
尸
山
別
荘
眺
望
図
」
で
、
九
代
藩
主
宗
睦

の
命

に
よ
り
狩
野
養
川
院
が
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
養
川
院
は
度

々
尾
張
藩
主
の
画

用
を
勤
め
て
お
り
、
寛
政
五
年

の
将
軍
家
斉
戸
山
荘
御
成
り
の
時
に
も
養
川
院

　
ロ
　

が
描

い
た
福
禄
寿
が
用
い
ら
れ
た
。
図
11
は

コ
尸
山
庭
園
之
図
風
炉
先
屏
風
」

と
題
さ
れ
た
長
谷
川
雪
堤

に
よ
る
戸
山
屋
敷
庭
園
の
図
で
あ
る
。
雪
堤
は
文
政
、
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図9「 尾侯戸山苑図」(平野知雄 国立国会図書館蔵)

天
保
年
間
に
著
名
な
「江
戸
名
所
図
会
」
や
「東
京
歳
時
記
」を
描

い
た
長
谷
川
雪

旦
の
子
で
、
父
の
没
後
を
う
け
て
「江
戸
名
所
図
会
」
の
挿
絵
を
描

い
た
ほ
か
画

家
と
し
て
も
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
尾
張
家
の
家
臣
で
、
天
保
年
間
に
描

い

た

「戸
山
庭
園
之
図
」
二
曲

一
双
が
徳
川
家
に
伝
わ
る
。
富
士
山
を
遠
景
に
戸

山
荘
が
俯
瞰
で
描

か
れ
て
い
る
。
手
前

に
見
え
る
建
物
は
餘
慶
堂
で
あ
る
。
こ

れ
ら
、
江
戸
後
期

の
絵
図
に
描
か
れ
た
戸
山
荘
の
景
観
を
見
る
と
、
眺
望
景
観

に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
想
像

で
き
る
。
と
く
に
園
内
か
ら
富
士

山
を
遠
望
す
る
景
観
が
好
ん
で
描
か
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
絵
図
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

戸
山
荘

の
造
園
が
行
わ
れ
た
時
に
絵
画
作
品
や
名
所
と
言
わ
れ
る
景
観
が
モ

チ
ー
フ
と
さ
れ
た
が
、
ふ
た
た
び
新
し

い
名
所
を
作
り
出
す
た
め
に
、
詩
歌
や

絵
画
が
動
員
さ
れ
て
戸
山
荘
の
眺
望
が
更
に
宣
伝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
景
観
と

そ
れ
を
描
写
す
る
芸
術
作
品
と
の
連
携
の
動
き
が
戸
山
荘
の
景
観
構
成

の
中
に

読
み
取
れ
る
。
戸
山
荘

の
眺
望
手
法
は
庭
園
に
限
ら
ず
、
新
し
い
詩
歌
や
絵
画

作
品
を
生
み
出
す
た
め
の

「根
源
力
」
に
も
な

っ
た
。

戸
山
荘
の
見
聞
記
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
見
聞
記
か
ら
も

戸
山
荘
の
眺
望
景
観
の
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(『国
華
』
所
収
)。

各
見
聞
記
の
年
月
は
は

っ
き
り
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
基
本
的
に
は
餘
慶
堂
か

ら
の
眺
望
景
観
を
評
価
し
、
描
写
す
る
手
法
は
変

っ
て
い
な

い
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
絵
図
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
餘
慶
堂
か
ら
富
士
山
を
眺
望
す
る
景
観

は
少
な
く
と
も
江
戸
中
期
以
前

か
ら
既
に
賞
賛
さ
れ
、
名
を
馳
せ
る
ほ
ど
に
な
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s峠 冉

「戸山別荘眺望図」伝狩野養川院(19世 紀 江戸東京博物館蔵)図10

「戸山庭園之図風炉先屏風」長谷川雪堤(19世 紀 待川美術館蔵)図11

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
富
士
絶

景

へ
の
眺
望
は
江
戸
後
期
ま
で

確
実
に
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
す
る
。

ま
ず

一
橋
家
の
従
臣
中
川
勝

世

が
書

い
た

コ
尸
山

の
も

み

ち
」

(年
未
詳

一
〇
月
)
を
と

(51

)

り
あ
げ

て
み
よ
う
。
こ
の

「戸

山

の
も
み
ち
」

に
よ
れ
ば
、
餘

慶
堂
に
は
明
人
文
震
孟
の
隷
書

で
書
か
れ
た
額
が
か
か
っ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
左
に
は
古
木
の

桜
、
石
の
大
手
水
鉢
が
あ
り
、

餘
慶
堂
の
前

に
は
松
楓
等
が
小

高
く
茂
り
、
紅
葉
は
鮮
や
か
で
、

そ
れ
ら
松
楓

の
梢
を

一
段
細
く

長
く
切
り
取
り
、
ま
る
で
芝
生

の
馬
場

の
よ
う
に
剪
定
し
て
い

る
。
は
る
か
向
こ
う
に
た
い

へ

ん
よ
く
晴
れ
た
富
士
山
が
見
え
、

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
施
設
で
あ
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ろ
う
と
賞
賛
し
て
い
る
。
「松
た
か
き
木
す
え
に
道
を
刈
な
し
て
み
と
り
の
す

え
に
晴
る
富
士

の
根
」
と
い
う
和
歌
に
よ
く
富
士
遠
望

の
様
子
が
描

か
れ
て
い

る
と
考
え
る
。

「戸
山
の
も
み
ち
」
に
は
ほ
か
の
眺
望
施
設

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
臨
遥
亭
の

(
52
)

前
栽
か
ら
は
、
遠
く
目
白
の
不
動
の
台
、
伝

通
院
の
ほ
と
り
が
望
ま
れ
た
。
ま

(
53
)

た
玉
圓
峯
の
松
の
枝

に
登
れ
ば
、
品
川
の
沖

が
見
え
る
と
い
う
。

次

に

「戸
山
御
屋
敷
取
建
以
来
変
革
伝
聞

の
記
」
を
み
て
み
よ
う
。
餘
慶
堂

に
関
し
て
、
元
は

「富
士
見
御
殿
」
と
称
し
た
と
い
う
。

つ
ま
り
堂

の
名
前
が

正
式

に

「餘
慶
堂
」
と
な
る
ま
え
に
、
「富

士
見
御
殿
」
と
呼
ん
だ
時
期
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
御
殿

の
富
士
遠
望

の
特
徴
に
因
ん
で
呼
ば
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
造
設
当
初
か
ら
眺
望

の
こ
と
は
深
く
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
御
座

の
間
が
あ
り
、
こ
の
御
座
所
か
ら
、
庭
中
の
木
の
梢
を
刈
り
込
ん
で
、

そ
の
上
か
ら
富
士
の
峰
が
あ
ざ
や
か
に
見
渡

せ
る
と
い
う
。
ま
た
招
隠
里
の
五

重
の
塔
も
見
渡
せ
る
。
「餘
慶
堂
額
面
、
御

求
に
て
、
御
次

に
掛
ら
る
、
是
よ

(
54
)

り
餘
慶
と
唱
替
る
」
。

つ
ま
り
藩
主
の
お
求

め
に
応
じ
て
御
殿

に
「餘
慶
堂
」
と

い
う
額
を
掛
け
る
こ
と
を
…機
に
、
「餘
慶
堂

」
と
称
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

(
55
)

同
記
に
は
臨
遥
亭
、
拾
翠
台
、
乾
山
の
眺
望
景
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

臨
遥
亭
は
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
臨
遥
亭

の
額
は
、

二
代
藩
主
徳
川
光
友
(
一
六
二
五
i

一
七
〇
〇
)
の
御
筆
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
場
所
か
ら
東
北
を
眺
め
る
と
、
目
白
台
、
牛
天
神
、
伝
通
院
あ
た
り
ま
で

も
、
見
通
す
こ
と
が
で
き
た
と
・い
う
。
拾
翠
台
は
望
野
亭
よ
り
北
方

に
あ
た
り
、

並
木

の
松
の
下
か
ら
、
高
田
の
馬
場
が
眼
下
に
見
え
た
。
富
士

の
峰
は
西
方
に

植
わ

っ
て
い
る
松

の
間
か
ら
遥
か
か
な
た
に
見
え
る
。

土
居
清
健

の

コ
尸
山
枝
折
」
(
一
八
二
四
)
に
も
眺
望

の
こ
と
が
書

か
れ
て

(56

)

い
る
。
乾
山
か
ら
は
秩
父

の
山
々
、
村
の
風
景
な
ど
を
眺
望
で
き
、
穏
や
か
な

雰
囲
気

で
あ

っ
た
。
拾
翠
台
か
ら
は
高
田
馬
場
、
雑
司
ヶ
谷
な
ど
が
望
ま
れ
、

雄
大
な
景
観
で
あ
る
と
賞
賛
さ
れ
て
い
る
。

5

戸
山
荘
の
眺
望
特
徴

本
稿

で
は
、
御
三
家
の
筆
頭
で
あ
る
尾
張
藩
の
下
屋
敷
-
戸
山
荘

の
眺
望
景

観
を
中
心
に
考
察
し
た
。
ま
ず

一
連

の
地
図
か
ら
戸
山
荘
の
地
勢
を
考
察
し
た

結
果
を
述

べ
た
い
。
戸
山
荘
は
眺
望
に
適
し
た
武
蔵
野
台
地

に
位
置
し
、
園
内

に
は
当
時

の
地
域
で
最
高
峰
の
玉
圓
峯
が
築
か
れ
た
。
戸
山
荘
は
建
設
さ
れ
た

当
初
か
ら
眺
望
の
要
素
が
備
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
手
に
入
る
史
料
を
分
析
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
言
う
と
、
戸
山
荘

に
お
い
て
、
餘
慶
堂
の
ほ
か
、
乾
山
、
拾
翠
台
、
臨
遥
亭
、
玉
圓
峯
、
望
野
亭

の
五
箇
所
か
ら
も
園
外

の
眺
望
が
で
き
る
。
図
12
に
は
文
献
の
記
録
に
よ
る
眺

望
地
点
の
位
置
を
示
し
た
。
乾
山
か
ら
は

「秩
父
の
山
々
」
、
「
村
の
風
景
」
な

ど
が
眺
望

で
き
、
拾
翠
台
か
ら

は

「高

田
の
馬
場
」
や

「雑
司

ヶ
谷
鬼
子
母

神
」
な
ど
が
見
渡
せ
た
。
ま
た
、
臨
遥
亭

か
ら
は

「小
石
川
台
地
」
、
「
筑
波

山
」、
「民
の
か
ま
と
」
な
ど
が
観
賞
で
き
、
ま
た
玉
圓
峯

に
登
れ
ば
、
「品
川

の
沖
」
な
ど
が
俯
瞰
で
き
た
。
望
野
亭
か
ら
は

「
西
北
の
曠
野
」
、
「高
田
の
馬
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場
」
な
ど
を

一
望
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
さ
ら
に
、
廬
山
寺
、
文
殊
堂
、
南
西

御
茶
屋
、
両
臨
堂
は
園
内
の
見
晴
ら
し
台

の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、
眺

望
景
観
は
造
園
時

の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戸
山

荘
を
遊
覧
す
る
際
、
至
る
所

に
眺
望
施
設
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
諸

①玉圓峯 ②臨遥亭 ③廬山寺 ④文殊堂 ⑤南西の御茶屋

図12戸 山御屋敷絵図(19世 紀 徳川林政史研究所蔵平面図から作成)

史
料

の
分
析
を
踏
ま
え
、
図
12
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵

の
「戸
山
御
屋

敷
平
面
図
」
に
眺
望
の
で
き
る
箇
所
を
記
入
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
献
上

の
記
録
を
も
と
に
し
た
眺
望
地
点
の
位
置
を
数
字
①
、
②
で
示
し

て
い
る
。

幕
末

に
描

か
れ
た
戸
山
邸
風
景
復
元
図

(山
口
祐

一
作
画
)
(図
13
)
は

眺
望

の
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
中
央

に
は
広

い
池
が

描
か
れ
、
そ
の
周
辺
に
は
茶
屋
、
築
山
、
塔
な
ど
の
景
が
点
在
し
て
い
る
。

庭
園
か
ら
は

一
望

に
山
に
囲
ま
れ
、
画
面
の
右
上
の
部
分
に
富
士
山
が
遠

く
描
か
れ
て
い
る
。
か
な
り
開
放
的
で
、
眺
望
景
観
に
富
ん
だ
戸
山
荘
像

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
復
元
図
で
再
現
さ
れ
た
よ
う
に
、

戸
山
荘
は
園
外

の
山
々
な
ど
を
庭
園
景
観

の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
取

り
入
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
戸
山
荘
の
中
心
的
建
物
で
あ
る
餘
慶
堂

に
焦
点
を
絞
り
、
そ

こ
か
ら
の
眺
望
景
観
を
整
理
し
た
。
建
物
自
体
の
特
徴
を
考
察
し
た
結
果
、

建
物

は
富
士
山
が
見
え
る
西
南
方
向
に
開
い
て
お
り
、
当
初
か
ら
富
士
遠

望
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
餘
慶

堂

の
蔀
戸
を
開
け
る
こ
と
が
い
く
つ
か
の
記
録
に
強
調
さ
れ
、
建
物
か
ら

園
内
あ
る
い
は
園
外
の
空
間
を
眺
め
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
こ
と
が
想
像

で
き
る
。

戸
山
荘
に
関
す
る
絵
図
や
随
行
記
を
通
し
て
、
餘
慶
堂
か
ら
の
眺
望
景
観
を

再
現
で
き
る
。
縁
側
か
ら
庭

の
方
向
を
眺
め
る
と
、
松
や
楓
の
木
立
が
高
く
繁
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図13戸 山邸風景復 元図(山 口祐一作画 『将軍 ・殿様が撮 った幕末明治』 よ り)

っ
て

い
た
。
松
楓

の

一
部
は
梢
を
平
ら

に
伐

り
縮
め
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
富
士
山
が
見
え
る
。
富
士
山
を
観

賞
す
る
た
め
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
部
分
だ

け
、
樹

の
上
を
平
ら
に
刈
り
揃
え
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

い
わ
ば
緑
の
額
縁

で
富

士
山

を
絡
め
と
っ
た
形
に
し
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
人
為
性
を
隠
そ
う
と
は
し

て

い
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
が
お
も
し
ろ

い
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
戸
山

荘
の
こ
の
眺
望
手
法
は
、
江
戸
の
後
期

に
至

る
ま
で

一
〇
〇
年
以
上
も
続

い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
手
法

は

「借
景
」
と
呼
ん
で
も
よ

い
も
の
で

あ
ろ
う
。

こ

こ
で
、
「借
景
」

の
概
念

に

つ
い

て
触

れ
る
必
要
が
あ
る
。
私
は
か
つ
て

「借

景
」
は

「庭
園
外
の
景
観
を
、
た

ん
な

る
背
景

で
は
な
く
、
そ
の
庭
園

の

重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
利
用
す
る
行

(57
)

為
、
ま
た
手
法
を
指
す
」
と
考
え
、
そ

の
構
成
要
素
は
主

に
①
借
景
対
象
、
②
見
切
り

(中
景
)
③
園
内
景
の
三
つ
が

あ
げ
ら
れ
る
と
し
た
。
手
法
と
し
て
は
主
に
園
内
景
に
「額
縁
」
効
果
を
持
た
せ
、

対
象
物
を
顕
彰
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
借
景
の
定
義
の
な
か
に
は
「庭
園
内

の

景
を
自
己
破
滅
す
る
ま
で
園
外
景
を
立

て
る
」
と

い
う
極
端
な
も

の
も
あ

っ
た

(嬋

江
戸

に
あ
る
大
規
模
な
大
名
庭
園
で
は
・

一
つ
の
景
で
す
べ
て
の
庭
景
を

ま
と
め
た
り
代
表
さ
せ
た
り
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

戸
山
荘

の
場
合
、
借
景

の
対
象

に
富
士
山
が
あ
り
、
見
切
り

(中
景
)
は
松

の
木
で
作
ら
れ
た
額
縁
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
の
枝
を
切
り
払
う
眺
望
行

為
は
意
識
的
に
富
士
山
の
景
を
観
賞
す
る
た
め
で
あ
る
。
切

っ
た
松
の
形
は
扇

子
の
よ
う
に
富
士
山
を
載
せ
て
い
る
、
こ
れ
も
ま
た
額
縁
効
果
の
演
出
で
あ
る
。

松
の
枝
を
切
り
取

っ
て
眺
望
す
る
行
為
は
、
園
内
景
に

「額
縁
」
効
果
を
持
た

せ
、
園
外

の
対
象
物
-
富

士
山
を
顕
彰
さ
せ
る

「借
景
」
の
行
為
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。6

戸
山
荘
に
お
け
る
眺
望
景
観
の
成
因

江
戸
時
代

の
名
園
評
価
の
基
準
を
考
え
る
場
合
、
洗
練
さ
れ
た
禅
僧
の
庭
園

と
対
照
的

に
、
庭
園
の

「豊
か
さ
」
が
追
求
さ
れ
る
の
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。
江
戸
後
期
に
兼
六
園
を
名
づ
け
る
と
き
に
、
根
拠
と
な

っ
た
六
勝

の
評

(
59
)

価
基
準
は
ま
さ
に
庭
園

の
豊
か
さ
を
強
調
し
て
い
た
。
内
部
景
観
と
し
て
、
東

海
道
沿

い
の
宿
場
町
や
琵
琶
湖
な
ど
日
本
国
内
の
名
勝
を
再
現
す
る
手
法
、
ま

た
は
中
国
景
観

の
西
湖
や
盧
山
な
ど
の
景
勝
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
し
て
表
現
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図14戸 山御庭之図(文 政9年 成島和鼎 徳川美術館蔵)

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
広

い
敷
地
に

で
き
る
だ
け
多
数
の
景
観
要
素
が
含

ま

れ
る
よ
う

に
工
夫

し
た
。
こ
の

「
豊
か
さ
」

の
表
現
は
庭
園
内
部

の

景
観
に
と
ど
ま
ら
ず
、
外
部
景
観
を

い
か
に
吸
収
し
、
内
部
景
観
と
の
調

和
を
図
る
の
か
も
大
事
な

一
環
と
な

っ
た
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
戸
山
荘
の

造
形
は
内
外
景
観
を
調
和
さ
せ
る
実

践

で
あ

っ
た
。
内
部
で
は
、
武
士

へ

の
禁
制
で
実
現
で
き
な
か

っ
た
農
業

体
験
や
庶
民
生
活
や
、
町
屋
の
虚
構

空
間
、
各
地

の
名
勝
を
集
中
し
て
豊

か

に
表
現
し
た
。
外
部
景
観
の
観
賞

に
関
し
て
は
、
富
士
山

へ
の
遠
望
が

特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
簡
単
に

辿
り

つ
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
間

の
工
夫
の
届
か
な

い
遠

い
存
在
の
富

士
山
ま
で
、
松
の
木

の
剪
定
を
通
し

て
園
内
に
取
り
込
み
、
思
う
と
お
り

に
景
観
を
設
計
し
た
。

形
式
が
異
な
る
に
せ
よ
、
庭
園
で
の
眺
望
行
為
は
す
で
に
江
戸
以
前

か
ら
発

生
し
て
い
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に

な

っ
て
か
ら
、
よ
り
眺
望
行
為
が
盛
ん
に
な
る
現
象
が
目
立

っ
て
き
た
。
そ
の

原
因
は
時
代
の
閉
鎖
的
状
態

に
あ
り
、
外
界

へ
の
強

い
志
向
が
働
く
と
、
「借

　　
　

景
」
手
法
が
活
用
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
造
園
活
動
の
性
格
が
、
庭
園
に

対
し
て
造
園
の
形
式
の
み
な
ら
ず
社
会
性
を
も
付
与
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江

戸
時
代

の
庭
園
に
眺
望
行
為
が

一
層
流
行
し
た
理
由
は
以
下
の
社
会
情
勢
や
文

化
的
要
因
か
ら
理
解
す

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

①

遊
園
的
機
能

庭
園
は
い
つ
も
所
有
者

の
性
格
を
表
し
て
い
る
。
貴
族
の
庭
園

の
み
や
び
な

雰
囲
気
と
反
対

に
、
大
名

の
庭
園
は
武
士
の
豪
快
な
気
風
を
反
映
し
て
い
る
。

七
代
藩
主
徳
川
宗
春
と

一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
豪
快
な
性
格
は
戸
山
荘
に
与

え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
戸
山
荘
自
身
の
も

つ
遊
園
的
機
能
も
あ
げ
ら
れ
よ

う
。
そ
れ
を
証
明
で
き
る
の
は
名
高

い
御
町
屋
の
入
口
に
立
て
ら
れ
た
高
札
で

　
れ
　

あ
ろ
う
。
内
容
は
ま

っ
た
く
時
代
の
法
律
に
逆
ら

い
、
ル
ー
ル
を
否
定
し
、
身

分

の
逆
転
な
ど
武
家
秩
序

の
否
定
も
見
ら
れ
る
。
御
町
屋
の
騒
ぎ
な
ど
で
裏
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
士

の
奇
抜
な
気
風
に
よ
り
遊
戯
性
に
富
ん
だ
設
備
が
戸

山
荘

に
設
置
さ
れ
た

(図
14
)。
町
は
、
そ

の
特
徴
と
し
て
人
々
の
変
身
を
許

す
も
の
を
備
え
て
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
無
秩
序
と
自
由
が
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あ

っ
た
。
現
実

に
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
理
想

の
桃
源
郷
の
表
現
で
も
あ
る
。
自

分
も
楽
し
み
客
も
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
庭
園
が
芸
術
作
品

に

ま
で
高
め
ら
れ
な
く
て
も
造
園
と
し
て
は
十
分
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ

(62
)る

。
戸
山
荘
の
借
景
も
伝
統
的
見
え
隠
れ
の
構
造
か
ら
離
れ
、
芸
術
作
品
と
し

て
の
質
が
衰
え
る
恐
れ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
庭
園
を
楽
し
む
の
に
十
分

な
価
値
が
あ
る
と
理
解
し
て
も
差
支
え
が
な

い
で
あ
ろ
う
。

②

饗
宴
的
性
格

庭
園
の
眺
望

の
大
き
な
擁
護
者
と
し
て
、
武
家

の
棟
梁
で
あ
る
将
軍
の
庭
園

観
も
直
接
に
作
用
し
た
。
江
戸
時
代
の
歴
代
将
軍

の
園
芸
趣
味
に
伴

っ
て
、
大

名
達
は
競

っ
て
屋
敷
内
に
立
派
な
庭
園
を
造

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
い
っ
た
庭

園
は
大
名
自
身
が
観
賞
し
、
楽
し
ん
で
い
た
面
も
あ
る
が
、
最
も
大
き
な
機
能

と
し
て
は
、
将
軍
家
の
御
成
や
、
他
の
大
名
家
と
の
儀
礼
と
交
際
の
た
め
で
あ

っ
た
。
庭
園
観
賞

の
仕
方
も
こ
う

い
っ
た
機
能
に
よ
り
変
わ

っ
て
く
る
。
庭
園

は
、
大
名
の
身
分
を
維
持
す
る
う
え
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と

(63

)

お
り
、
長
ら
く
続
く
太
平

の
世
に
あ

っ
て
社
交
こ
そ
が
重
要
な
政
治
の
場

に
な

っ
た
。
庭
園
で
の
交
流
は
同
時
に
文
化
的
活
動
や
将
軍

へ
の
も
て
な
し
の
重
要

な
手
段
に
も
な

っ
た
。
大
名
庭
園
が
持

つ
饗
宴
的
性
格
が
庭
園

の
共
通
的
趣
向

を
形
成
す
る
重
要
な

一
因

に
も
な
る
。
借
景
が
盛
ん
に
表
現
す
る
力
が
政
治

の

場

に
潜
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。

③

漢
文
表
現
の
影
響

寛
永

一
〇
年

(
一
六
三
三
)
に
増
上
寺
十
境
が
成
立
し
た
。
考
証
学
者

の
竹

尾
善
築

(
一
七
八
ニ
ー

一
八
三
九
)
の
著
書

の

『縁
山
志
』

に
は
当
時

の
風
景
観

(
64

)

に

つ
い
て
の
記
述
が
あ

っ
た
。
景
色

に
は
遠
近
が
あ
る
。
遠

い
と
こ
ろ
に
は
山

川
風
雲
な
ど
が
あ
る
。
全
部
庭
園
の
外

に
あ
る
景
観
で
あ
る
が
、
庭
園
内
部

に

吸
収
す

べ
き
で
あ
る
。
近
い
と
こ
ろ
に
は
層
楼
傑
閣
や
、
池
、
樹
木
が
あ
る
。

全
部
園
内
に
備
え
て
、
庭
園
の
美
観

に
な
る
。
こ
の
二
者
を
兼
備
す
る
庭
園
は

稀

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
漢
文
の
世
界
で
は
、
園
内
の
景
観
を
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

園
外
景
観
と
調
和
し
て
は
じ
め
て
、
名
園
と
し
て
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

江
戸
中
後
期
か
ら
庭
園

の
眺
望
が
盛
ん
に
な
る
と
先
行
研
究
は
指
摘
し
て
い
る

が
、
す
で
に
江
戸
初
期
か
ら
、
当
時

の
知
識
人
た
ち
が
漢
文
で
た
く
さ
ん
の
園

記
と
詩
歌
を
作

っ
て
い
た
。
庭
景
を
称
え
る
と
同
時
に
、
周
囲

の
環
境
と
眺
望

の
有
無
に
大
き
く
関
心
を
払

っ
た
こ
と
に
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
眺
望

を
得
る
た
め
に
、
木
の
枝
を
伐
り
落
す
よ
う
な
大
き
な
行
動
を
と
る
の
は
漢
文

の
世
界
で
は
昔
か
ら
表
現
さ
れ
て
き
た
。
中
国
で
も
似
た
よ
う
な
造
園
方
法
が

み
ら
れ
る
。
『白
氏
文
集
』

(九
世
紀
)
の

「截
樹
」
(樹
を
截
る
)
と
い
う
詩

に

は
、
木
の
枝
を
截

っ
て
青
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
喜
び
が
描
写
さ
れ
た
。

ま
た
明
の
造
園
書

『園
冶
』
に
も
樹

の
枝
の
邪
魔
な
部
分
を
切
れ
ぼ
遠
望
も
利

(65

)

く
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
漢
文
が
庭
園

で
の
理
想
世
界
の
実
現
に
旦
ハ

体
的
な
方
法
を
提
供
し
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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南
郭
先
生
文
集
、
鳳
岡
林
先
生
全
集
、
鵞
峯
全
集
、
羅
山
先
生
文
集
、
鳩
巣

先
生
文
集
、
梅
洞
林
先
生
集
な
ど
江
戸
前
期

の
代
表
的
な
漢
文
集
に
、
庭
園
に

関
す
る
記
録
が
多
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
漢
文
で
表
現
さ
れ
た
庭
園
景
観
に
眺

望
に
関
す
る
記
述
が
特
に
好
ん
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
当
時

の
知
識
人
の
基
礎
教
養
と
さ
れ
る
漢
文
は
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
園
遊

記
や
随
行
記
の
中

に
よ
く
眺
望
の
表
現
と
し

て
用

い
ら
れ
た
。
賞
賛

の
意
味
を

込
め
て
書
か
れ
た
文
章
が
、

一
歩
先
に
時
代

の
風
潮
と
評
価
の
基
準
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漢
文
の
中
で
表
現

さ
れ
る
雄
大
な
風
景
観
と
武
士
の
庭
園
感
覚

と
が
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
た
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
江
戸
時
代
名
園
の
評
価
と
し

て
、
借
景

の
有
無
が
大
き
な
決
め

手
に
な
る
と
私
が
考
え
る
の
も
こ
う

い
っ
た
雄
大
な
庭
園
感
覚
と
大
き
く
か
か

わ

っ
て
い
る
。
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「
双
六
の
絵
図
で
出
来
た
る
御
庭
」
と
さ
れ
た
戸
山
荘
は
、
庭
園
内
外
の
景
観

を
調
和
さ
せ
る
工
夫
に
成
功
し
た
。
「豊
か
さ
」
を
追
求
す
る
江
戸
時
代

の
名

園
評
価

の
基
準
を
理
解
す
る
た
め
、
戸
山
荘

庭
園
は
重
要
な
例
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。



尾張藩戸山荘の眺望に関する研究

表1戸 山荘関連史料一覧表

番号 戸山荘関連史料 作成年代 作者

1 和田戸山庭築造 寛文十一年(1671)

2 戸山御庭記 享保二十年(1735) 久世舎善(大 田南畝写)

3
戸山御屋敷御取建以来伝聞之記

(別名 『戸山御屋敷記実全』)
寛延二年(1749) 御屋敷奉行水谷友之右衛門

4 御庭道記 宝暦五年(1755) 戸山御屋敷奉行福田助左衛門

5 戸山御屋舗御取建以来伝聞之記 不明 不明

6 戸山御成の記 寛政三年(1791) 成島峯雄

7 尾州外山屋敷一見の事 寛政五年(1793) 大田南畝

8 和田戸山御成記 寛政五年(1793) 三上因播守季寛

9 戸山の春(「 戸山御庭道の記」) 寛政五年(1793) 佐野肥前守義行

10 戸山集 寛政五年三月(1793) 不明

11 尾侯戸山荘記 寛政九年(1797) 牧野伊予守成著

12 とやまの紅葉 寛政十年(1798) 成島勝雄

13 戸山荘園記 寛政十年七月(1798) 谷文晁

14 戸山荘図巻跋 寛政十二年(1800) 朝請侍間儒員柴野邦彦

15 同興頼千秋尺牘二篇 不明 朝請侍間儒員柴野邦彦

16 戸山御庭の記 享和元年(1801) 不明

17 戸山御庭之記 享和二年(1802) 不明

is 戸山図記 文化九年(1812)十 月 杜温直

19 尾州公戸山御庭記 文化十二年(1815) 宇野十郎右衛門

20 戸山御庭記 文政四年(1821)以 後 不明

21 戸山枝折 文政七年(1824) 土居清健

22 戸山御庭拝見之節道順書 文政十三年(1830) 不明

23
文政十三年戸山御庭見物被仰付候

時御飾付書
不明 不明

24 『戸 山御山荘の記』 天保十四年(1843) 牧野成

25 鼠山練兵帰途経戸山山荘記 弘化四年五月(1847) 遠江守加藤泰従

26 戸山御邸見聞記三巻 明治元年(1868) 平野知雄

27 戸山御屋敷取建以来変革の記 不明 不明

28
戸山御屋敷御庭記(「戸山御邸

御庭之記」)
安政三年(1856) 不明

29 江戸外山御別荘之記 不明 不明

30 外山並後楽園両苑之記く写〉 不明 久世舎善、坂昌成著

31 戸山御庭記 不明 冢田謙堂

32 戸山御庭御見物之記 不明 不明

33 戸山御屋敷飾付帳 不明 不明

34 戸山御殿ヨリ引続侯御内密金一巻 不明 不明

35 戸山取替金一巻 不明 不明

36 戸山二十五景特く写〉 不明 細井徳民

37 外山庭之記(「 外山庭の記」) 不明 不明

38 戸山庭拝見記 不明 不明

39 戸山の記 不明 青山播磨守

40 戸山の もみち 年不明十月 中川勝世

41 戸山御庭堂社並所所名 不明 不明

この表 は、以下 の文献 を参考 に作成 した。東京市史稿遊 園篇第一。同第二。

同第三。名古屋市蓬左文庫所蔵史料。国立国会図書館所蔵戸 山荘史料。国華

に掲載す る 「園苑源流考」。 日本随筆大成。徳 川実紀。徳川林政史研 究所蔵

史料。都立中央 図書館所蔵史料。
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表2戸 山荘図と写真資料一覧

番号 図 名 年 代 画 家 所 在

1 宝暦頃戸山御屋敷絵図 宝暦頃 不明 東京市史稿に複製あり

2 戸山荘図 宝暦年間 不明 国会図書館

3 戸山集画本 寛政五年 不明 国会図書館

9 戸山別荘絵巻 寛政七年 藤秀月 岩瀬文庫

5
戸山庭園之図付寛政九年

尾張大納言臨邸之記
寛政九年 不明 国会図書館

6 戸山荘最勝景十図 寛政十年 谷文晁 国会図書館

7 戸山山荘圖藁 寛政十年 谷文晁 国華

8 戸山尾州邸園池全図 寛政 不明 国会図書館

9 途山御庭地取図(巻物) 寛政年間 狩野惟完 国華

10
外山御庭之図付外山御

庭之記二巻
享和年間 不明 国会図書館

11 戸山園図記 文化九年 杜温直 国会図書館

12 戸山表御殿図 文政三年 不明 蓬左文庫

13 戸山尾張府公園池全図 文政期 不明 国会図書館

14 戸山御殿図 天保十四年 不明 東京国立博物館

15 戸山御庭絵図 江戸末 不明 蓬左文庫

16 尾陽公和田戸山御仮山図 `江戸末 不明 蓬左文庫

17 戸山御屋敷西北外囲之図 不明 不明 蓬左文庫

18 戸山濫觴及焼後図 明治元年 平野知雄 国会図書館

19 戸山苑図(尾 侯)一 巻 明治元年 平野家本臨模 国会図書館

20 戸山荘景色図 不明 狩野惟完 徳川美術館

21 戸山荘絵巻 不明 不明 穴八幡宮

22 戸山御庭記一冊 不明 不明 国会図書館

23 戸山夏景の記 不明
田口成詞並書 ・華

島宣昌画
国会図書館

24 戸山地取図 不明 狩野晴川 東京国立博物館

25
戸山御屋敷御住居向御取

建図
不明 不明 蓬左文庫

26 戸山御屋敷之図 不明 不明 蓬左文庫

27 戸山御屋敷取之図 不明 不明 蓬左文庫

28 戸山御屋敷境屋敷之図 不明 不明 蓬左文庫

29
戸山邸内町屋(大 日堂付近

より古駅楼を望む)
幕末 徳川慶勝 徳川林政史研究所

30 養老泉 ・茶屋 幕末 徳川慶勝 徳川林政史研究所

31
琥珀橋 ・四つ堂 ・傍花橋 ・

茶屋
幕末 徳川慶勝 徳川林政史研究所
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尾張藩戸山荘の眺望に関する研究

注(1
)

岡
田
甫
校
訂

『俳
風

柳
多
留
全
集
』
新
装
版
二

三
省
堂
、

一
九
九
九

年
、
二
〇
四
頁

(2
)

岡
田
甫
校
訂

『俳
風

柳
多
留
全
集
』
新
装
版
四

三
省
堂
、

一
九
九
九

年
、
五

一
頁

(3
)

同
2
、
八
二
頁

(4
)

泡
坂
妻
夫

「尾
張
藩
戸
山
山
荘
は
怪
し
い
庭
園
」
『歴
史
と
旅
』
二
〇
〇

一
年
三
月
号

(第
二
十
八
巻
第
三
号
)
、
四
四
頁

(5
)

水
谷
友
之
右
衛
門

「戸
山
御
屋
敷
御
取
建
以
来
伝
聞
之
記
」、
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
蔵
、

一
七
四
九
年

(6
)

小
澤
圭
次
郎

「明
治
庭
園
記
」
『明
治
園
芸
史
』
第
十
篇
、
日
本
園
藝
研

究
会
、

一
九

一
八
年

岡
畏
三
郎

「戸
山
荘
に
就
い
て
」
『造
園
雑
誌
』
七
ー
二
、

一
九
三
九
年

『庭
研
』
二
二
二
号
戸
山
荘
研
究
特
集
号
、
昭
和
五
七
年

一
一
・
一
二
月
合
併

号
、

一
九
八
二
年

針
ヶ
谷
鐘
吉

コ
尸
山
荘
の
面
影
」
『庭
園
襍
記
』、

一
九
三
八
年

小
寺
武
久

『尾
張
藩
江
戸
下
屋
敷
の
謎
-
虚
構
の
町
を
も
つ
大
名
庭
園
』
中
公

新
書
、

一
九
八
九
年

(7
)

児
玉
幸
多
監
修

『復
元

.
江
戸
情
報
地
図
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
四
年

(8
)

清
水
靖
夫
解
題

『明
治

・
大
正

・
昭
和
東
京

一
万
分

一
地
形
図
集
成
」
柏

書
房
、

一
九
八
三
年

(9
)

田
中
正
大

『東
京
の
公
園
と
原
地
形
』
け
や
き
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、

一

九
頁

(10
)

正
井
泰
夫

『江
戸

・
東
京
の
地
図
と
景
観
』
付
図

(大
江
戸
地
理
空
間

図
)
古

今

書
院

、

二
〇
〇

〇
年

(
11
)

同

10
)

(
12
)

三
上

季
寛

「
和

田
戸

山
御
成

記

」
寛

政
五

年

三
月

(
一
七

九
三

)
、

『東

京

市

史
稿

遊

園
篇

第

二
』
東

京
市

役

所
、

一
九

二
九
年

、

五

一
九

頁

達
摩

堂

を
過

き
給

ひ

て
、

玉

圓
峯

に
登

り
給

わ

ぬ
。

さ

さ

い
の
状

に
片
く

り

て
、
高

き

こ
と

ハ
凡

五
丈
斗

も

あ
ん

な
る

に
、

う

ち
の
ぼ

ら
せ
給

ふ
。

む

か
し

ハ
見
渡

さ

れ
し

か
た

も
あ
ら

ん

に
。
今

ハ
老

樹

雲
を

し

の
く
計

な
れ

ハ
、
近

き

あ

た

り

ハ
見

へ
さ
り

け
り
。

晴

や
か
な

ら

ん
折

か
ら

に
は
、

遠
境

の
け
し

き
を

そ
と
思

ひ

や
ら

れ
侍

り

ぬ
。

(
13
)

遠

江
守

加
藤

泰
従

撰

「
鼠
山

練
兵

帰
途

経
戸

山
山

荘
記

」

一
八

四
七
年

、

『国

華
』

五

八
六
頁

玉
圓

峰

と
て
邸

中
第

一
の
高

山

あ
り

、
道

険

し
く
岩

間
傳

ひ

に
登
り

ゆ
く

に
、

今
朝

よ

り
道

に
労

れ
た

る
う

へ
な

れ

は
、
息

あ

へ
き
、

足

い
た

み
て
、

や
う

や

う
登

り

た
れ

は
、

頂

に
は
氈

を
敷

き
、
御

座

の
設

あ
り

、

か
た
は

ら
な

る
芝
生

に
て
、
額

の
汗

押

ぬ
く

ひ
な

と
し
、

う

ち
休

み

て
見

下

ろ
せ

は
園

の
う

ち
、

く

ま

な
く
見

え

わ
た

り

て
、

そ

の
け

し
き

い
は

ん
方

な
く
、

絵

に
も

う

つ
し
か

た

か
る

へ
し
、
此

所

は
都
下

に
て
、
愛

宕
、

湯
島

の
台

よ

り
地
勢

高

し
と
聞

く
、

さ

も
あ

ら
ん

か
、
左

の
方

へ
行

け

は
、
上

の
御

庭

め
く

ら
せ
給

ふ

に
行
あ

ひ
奉

り
、

道

の
傍

に
蹲
踞

し

た
る

に
、
名

所
名

所

を
、
見

残

さ

ぬ
や

う

に
す

へ
し
な

と
、

お

ん
仰
有

て
、

玉
圓

峰

へ
上
ら

せ
給

ふ
、

や

か
て

ゆ
く
ほ

と

に
、

広

や

か

な

る
御

亭

の
前

に
出

た
り

、
是

は
餘
慶

堂

と

て
、

(
14
)

戸

山
邸

内

の
長

屋

で
生

れ

た
尾

張
藩

士

の
平
野
知

雄

が
明
治

初
期

に
書

か

れ
た
戸

山
荘

を
偲

ぶ
文

章

の
中

に

コ
尸
山

の
大
絵

図

、
諸
留

冊
恩

田
藤

蔵

と
云

人
、

元
禄

一
四
年

(
一
七

〇

一
)

に
初

て
で
き
、

御
取

建

以
来
、

四
十

年
間

、
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留

記
無

之
、
今

度
古

老

の
者

に
問
糺

し

、
諸

留
記
拵

へ
候

と

の
趣

、
藤
蔵

序

文

有

之
候

、
是

も
焼
失

い
た
し
候

よ

し
、
残

念

な

る
事

と
も
な

り
。
」

と
記

録

し
、

庭

園
成

立
当
初

の
記
録

が
き

わ

め
て
少

な

い
こ

と
が
指

摘

さ
れ
た

。

(
15
)

「
園
苑

源

流

考
」
に
関

し

て
後

の
史

料

に

ま
た

触

れ

る

が
、

明

治

二

二
年

(
一
八
八
九
)
一
〇

月
創
刊

さ
れ

た
美
術

雑
誌

『国

華
』

の
五

号

(
一
八
九
〇

年

二
月
)

か

ら

一
八

一
号

(
一
九
〇

五
年

六
月

)

に
わ

た
り
、

庭
園

史
家

の
小

澤

圭

次
郎

の
「園

苑

源
流
考

」
が

一
四

二
回
連
載

さ

れ
た
。

戸
山

荘

に
関

し

て
は
五

回

に
わ
た

り
紹
介

さ

れ
た
。

(
16
)

撰

人
姓

名
闕

一
八
〇

二
年

、
小

澤
圭

次
郎

「園

苑

源
流
考

」

一
五

四
回
、

『
国
華

』

一
五
三

号
、

明
治

三
六

年

二
月

(
一
九

〇

三
)
、

一
八
○

頁

同

「
園

苑
源

流
考

」

一
五
五

回
、

『
国

華
』

一
五
六

号
、

明

治

三

六
年

五

月

(
一
九

〇

三
)
、

二
四

一
頁

(
17
)

吉

河

功

コ
尸
山
荘

庭
園

の
特

色

と
景

勝
」
、

『庭

研
』

二

二
二
号

戸
山
荘

研

究
特
集

号

、
昭

和
五

七
年

一

一
・

一
二
月

合
併

号
、

一
九

八

二
年

(
18
)

磯

谷

正
卿

「
豊

山

二
十

五

景
」
、

名
古

屋
市

蓬
左

文
庫

蔵

(
19
)

鈴
木

由

次
郎

『易

経

(上

)
』

(『
全

釈
漢

文

大

系
』

第

九

巻
)

全
釈

漢

文

大
系

刊
行

会
、

一
九

七

四
年

、

一
〇

九
頁

(20
)

水

谷
友

之
右

衛

門

コ
尸
山
御

屋
敷

御

取

建

以
来

伝
聞

之

記
」
、

名
古

屋
市

蓬
左

文
庫

蔵
、

一
七

四
九

年

(前
略

)
餘

慶
堂

に
至

る
。

こ
こ
は
数

数

の
問

あ
り

て
、
蔀

あ

け
わ

た
し
、

い
と

つ
き

つ
き
し

く
設

け
ら

れ
、

上
段

の
間
廣

う

し

て
、

御

ま
し
所

と

思

ひ
ま

う

け
ら

れ
た

る

さ
ま
め

て
た

し
、

か
た

へ
の
棚

に
、
料
紙

、

硯
箱

、
ま

き
絵

な

と
、
心

こ

と
な

る
を
置

き
、
畳

な

と
高

麗

の
縁

に
て
、

き
ら

き
ら

し
く

、
向

ひ

を

見

や
れ

は
、
松
楓

の
木
立
高

く

茂

り
、
木

の
下

や

み

の
け
し

き
興
あ

り

て
、

土
も
さ
け
な
ん
夏
の
日
の
、
た
え
ぬ
暑
さ
も
忘
れ
つ
へ
う
思
は
る
。

(21
)

三
上
季
寛

「和
田
戸
山
御
成
記
」、

一
七
九
三
年
、
『東
京
市
史
稿

遊
園

篇
第
二
』
東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、
五
二
二
頁

此
殿

ハ
大
屋
造
に
し
て
、
あ
け
蔀
御
簾
か
け
の
具
な
と
ま
ふ
け
さ
せ
給
ひ
て
、

雲
の
上
の
御
よ
そ
ふ
ひ
を
そ
ま
ふ
け
さ
せ
給
ふ
。
(後
略
)

(22
)

久
世
舎
善

(大
田
南
畝
写
)
コ
尸
山
御
庭
記
」、

一
七
三
五
年
、
『東
京
市

史
稿

遊
園
篇
第
二
』
東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、

一
九
頁

(23
)

福
田
助
左
衛
門

コ
尸
山
御
庭
之
記

(全
)」
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
、

一

七
五
五
年

(24
)

同
22
)

(25
)

同
22
)

(26
)

同
22
)

(27
)

上
野
洋
三

『石
川
丈
山

・
元
政
』
(『江
戸
詩
人
選
集

第

一
巻
』
)
岩
波

書
店
、

一
九
九

一
年
、
三
頁

仙
客
来
遊
雲
外
巓

仙
客
来
り
遊
ぶ
雲
外
の
巓

神
龍
栖
老
洞
中
淵

神
龍
栖
み
老
す
洞
中
の
淵

雪
如
紋
素
煙
如
柄

雪
は
紋
素
の
如
く
煙
は
柄
の
如
し

白
扇
倒
懸
東
海
天

白
扇
倒
に
懸
る
東
海
の
天

(28
)

林
羅
山

「佐
久
間
親
衛
校
尉
別
墅
十
景
」
(『羅
山
先
生
詩
集
』)

一
六
三

三
年
、
『東
京
市
史
稿

遊
園
篇
第

=

東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、
二
〇

二
頁

士
峯
夏
雪

白
雲
高
深
士
嶺
頭
。
春
過
夏
到
不
嘶
流
。
上
天
銀
扇
跳
顛
倒
。

一

柄
風
涼
十
五
州

(29
)

林
鳳
岡

「観
物
園
記
」
(『鳳
岡
先
生
全
集
』)

一
六
三
九
年
、
『東
京
市
史
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稿

遊

園
篇

第

=

東

京
市

役

所
、

一
九

二
九
年

、

二
六

一
頁

作

三
重
閣

、

而
名

日
聚
遠

。

(中
略

)
士

峯
迢

嶢
、

銀
扇

倒
懸

、

四
時
宿

雪
、

千

秋
含

光

(
30
)

同

22
)

(
31
)

同

22
)

二

一
頁

先

に
臨
遥

亭

と
額

う

ち

た
る
御

茶
屋

あ

り
。
御

数
寄

屋
作

り

な
り
。

御
額

は

亜

相
公

御
筆

の
よ
し
。

穴

八
幡

目

白

の
台
小

石
川
邊

眼

前

に

み

へ
、
遥

に
筑

波

山

な

と
も

み
ゆ

る
。
遠

望

ま
こ

と

に
臨

遥
亭

な

り
。
民

の
か
ま

と
も
賑

ひ

に
け

る
と

の
御

製

も
思

ひ
出

け

れ
は
、

目

も
遥

に
民

の
か
ま
と

の
長
閑

さ
を
煙

に
し

る

き
庭

の
数

々
と
あ

だ

口

の
出

を

任

せ

に

い
ひ
も

て
ゆ
け

ハ
、
龍

門

の
瀧

へ
出

る
。

(32
)

黒
板

勝
美

『続

徳
川

実
紀

第

二
篇

』

国
史
大

系
編

修

会
、

一
九

六
六
年

、

二
九

四
頁

(33
)

同

32
)

(34
)

栗

山
柴

邦
彦

「戸

山

荘

図
跋

」

『
栗
山

文

集
』

巻

之

六
、

一
八
○

○

年
、

二

一
頁

(35
)

大

田
南
畝

写

「
尾
州

外
山

屋
敷

一
見

の
事

」

一
七
九

三
年

、

『半

日
閑

話

』

日
本

随
筆

大
成

八
、

九
九

頁

(
36
)

同

21
)

(
37
)

佐
野

肥

前
守

義
行

「
戸
山

の
春
」

一
七
九

三
年

、

『
東

京

市
史

稿

遊

園

篇

第

二
』

東
京
市

役

所
、

一
九

二
九
年

、

五

四
三
頁

(
38
)

同

21
)
、

五
三
〇

頁

右

の
方

の
向

ふ
に
拾

翠
台

と

て
小
高

き

所
あ

り

。

(中

略

)
見

渡

さ

れ
た

る
方

ハ
、
名

さ

へ
高

田

の
馬

場
隈

な

く
見

へ
て
、

そ

う
し

か
や
鬼

子

母
神

な

と
云
あ

た
り

ま

ち
か
く

手
も

と
と

き

ぬ

へ
き

や

ハ
と
覚

ゆ

る
も

お
か
し

。

(
39
)

同

37
)

餘
慶

堂

に

い
た

る
。

(中

略
)

木

立

の
う

へ
よ
り

、
富

士

の
高

嶺
見

ゆ

る
よ

し
、
今

日

は
曇

り

て
見

え

ぬ

口
惜

し
、

五
重

の
塔

の
空

輪

は
る

か

に
見

ゆ
、

此

富

士
望

ま

れ
ん

り
や
う

に
、

高

き
梢

と
も

を
伐
拂

ひ
た
る

か
、
見

わ

た
し
遠

く

続

き
、

や

や
落
葉

し

て
梢

に
路
を

成

し
、
歩

み

も
登

り

つ

つ
く
、

限

り
な
く

見

や
ら

る
る
前

に
、

海
底

よ

り
出

ま
う

て
き

た
る
鏡

か

け
た

り

(
40
)

成

島

勝

雄

「
と

や

ま

の
紅

葉

」

『
東

京

府

文

献

叢

書
』
、

一
七

九

八
年

、

『東

京
市

史
稿

遊

園
篇

第

二
』
東

京
市

役
所

、

一
九

二
九
年

、

六

一
二
頁

奥

の
か
た

に
、

文
震

孟

と

い

へ
る

か
か

き
た

る
餘
慶

堂

の
膀

か
か
け

あ
り
、

む

か

ひ

の
か
た

に

ハ
は
る

か

に
五
層

の
塔

見

え

た
り
。

又
林

の
梢
遠

く

立

つ
ら

な

り
た

る
中

を
十
間

は
か
り

か
ほ

と
剪
、

そ

の
間

よ
り

ふ
し

の
高
根

の
雪

し

ろ

く

さ
し
出

た

る
を

み

る
や
う

に

か
ま

へ
ら
れ

し
心

た
く

み
、

い
は

ん

か
た
な

し
。

庭

の

か
た
は

ら

に
海

よ

り
出

て
た

り
と

か
、

い
と
古

き
鐘

を

は

つ
き

に
か
け

て

あ

り
、

餘

慶
堂

前
出

海
鐘

、
名

園
風

景
属

初
冬

、
林

頭

工
剪
成

凹
字

、
突

出
松

間
富

士
峰

(
41
)

福
井

久
蔵

『諸

大
名

の
学

術

と
文
芸

の
研

究

下
』

原
圭
旦
房
、

一
九

七
六

年
、

四
五

四
頁

(
42
)

細
井

徳

民

「
戸
山

荘

二
十

五
勝
詩

」
、

小

澤
圭

次

郎

「
園

苑

源
流

考
」

一

三

三
回
、

『
国
華

』

一
五

八
号
、

明
治

三

六
年

七
月

(
一
九

〇

三
)
、

三

四
頁

(
43
)

谷
文

晁

「戸

山
荘

二
十

八
図
記

」

一
七
九

八
年

、
小

澤
圭
次

郎

「
園
苑

源

流
考

」

=

三
二
回

『国

華
』

一
五

八
号
、

明

治

三
六

年

七

月

(
一
九

〇

三
)
、

三
五
頁
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(44
)

同
43
)

拾
翠
臺
図

拾
翠
臺
、
臺
北
面
、
西
望
山
召
蟯
者
富
嶽
也
、
臺
下
坂
道
右
轉
、

則
出
古
道
岐
左
方

両
臨
堂
図

両
臨
堂
、
南
北
両
臨
、
西
面
望
右
方
、
高
不
尖
大
石
山
、
山
里

小
菴
傍
、
二
層
塔
在
屋
東
西
角
、
堂
前
北
下
、
則
宇
津
谷

玉
圓
峯
図

玉
圓
峯
、
湖
南
岸
西
行
、
四
五
百
歩
、
横
絶
石
壇
琥
珀
問
則
峯

下
也
、
陟
陰
而
降
陽
、
南
行
田
間
三
百
餘
歩
、
達
称
徳
場

(45
)

同
34
)
栗
山
柴
邦
彦

コ
尸
山
荘
図
跋
」
『栗
山
文
集
』、
巻
之
六
、

一
八
○

○
年
、
二

一
頁

(46
)

杜
温
直
等

「戸
山
園
図
記
」

一
八

一
二
年
、
『東
京
市
史
稿

遊
園
篇
第

三
』
東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、

一
頁

(47
)

同
46
)、
『東
京
市
史
稿

遊
園
篇
第
三
』
東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、

七
頁遂

出
茅
門
、
至
高
堂
、
上
餘
慶
堂
。
額
華
人
之
筆
。
製
古
。
庭
前
数
十
歩
有

鐘
。
緑
色
如
苔
。
相
傳
海
中
之
物
也
。
遠
望
紅
楓
青
松
、
摘
梢
似
山
峯
之
景
。

一
道
剪
折
木
、
木
梢

一
里
計
。
富
嶽
如
在
掌
中
。
陰
雲
暗
澹
不
可
見
。
所
前
過

之
五
重
塔
、
歴
然
在
面
。

長
松
鬱
鬱
碧
林
平
。
歳
々
摘
来
峯
様
成
。
塔
景
五
重
天
外
秀
。
突
嗟
富
嶽
更

難
晴
。

経
過
二
時
又
微
、
過
門
口
帰
。
今
日
遺
憾
、
為
雨
不
見
富
嶽

(48
)

同
46
)、
四
頁

額
望
野
之
字
。
蓋
源
斎
公
之
書
也
。
西
北

一
般
曠
野
、
長
堤
纏
之
。
無
雑
樹
。

堤
松
如
足
菊
、
原
松
如
抛
。
侵
雨
上
堤
、
望
高
田
馬
埒
。
比
廣
野
於
江
北
鼠
山

漸
廣
、
以
江
西
駒
野
不
及
。
拭
足
至
亭
、
開
行
厨
、
冷
飯
果
腹
、
温
酒
醫
胃
。

大
聲
高

談

、

四
鄰

無

人
。

此
際

之
奇

遊
乎

。
野

右
有

高
塔

知
有
寺

。

雨
不
至

、

可
惜

。

眺
望

斯
邊

第

一
奇
。

蟠
松

萬
種

伏
龍

姿
。

郊
原

渺

々
傍
隣

絶
。

漫
發

高
聲

人
不

知
。

(49
)

宇

野
十
郎

右
衛

門

「
尾
州

公
戸

山
御

庭
記

」

『純

堂

叢
稿

』

一
八

一
五
年
、

『東
京

市
史

稿

遊

園
篇

第

一
』
東

京
市
役

所

、

一
九

二
九
年

、
五

〇
七
頁

(50
)

同

21
)

(51
)

中
川

勝

世

コ
尸
山

の
も

み
ち
」

(年

未
詳

一
〇
月

)
、

『
国
華

』
、

五
七

二

頁
午

刻

こ

ろ
、
御
庭

の
奉
行

小
川

重
平

次
あ

な

い
御
座
敷

向
拝

見
、

御
問

つ
つ

き

餘
慶
堂

に

い
た
る
。

餘
慶
堂

(木
地

縁
朱
丸

板
額

、

隷
書

紺
青

明
人

文
震

孟

筆

な
り

)
左

に
古
木

の
桜
、

石

の
大
手

水
鉢

、
前

に
は
松

楓

等

こ
た

か
く
、
紅

葉

い
と
よ
く

染

た
り
、

松
楓

の

一
段
梢

を
細

う
長

く
伐

な
し

、

さ
な

か
ら
芝
生

の
馬
場

に
ひ
と

し
く
、

む

か

ひ
に
富

士

い
と
よ
く

晴

れ
た

り
、

こ
れ
を

な

ん
望

ま
れ

ん

の
御

設

な
る

よ
し
。

松

た

か
き
木

す

え

に
道

を
刈

な

し

て
み
と

り

の
す
え

に
晴

る
富

士

の
根

(
52
)

同

51
)
、
五

八

三
頁

臨
遥

亭

に

い
た
り
、

御

く
た

も

の
、

御
茶

な

と
、

人

々
に
た

ま
は

る
、
前

の

小

垣

に
、
郁

子

の
蔓

は

ひ
ま

つ
は
れ

り
、
放

れ

て
石

の
大
手

水
鉢

あ

り
、
前

栽

よ
り
、

目
白

の
不
動

の
台

、
伝

通
院

の
ほ

と
り

を
望

む
。

夕
日

さ
す

目
し

ろ

の
台

の
む
ら
紅

葉

み

き

に
見

ゆ

る
は
わ

か
家

な
る

ら
ん

(
53
)

同

51
)

玉

圓
峰

に
の
ほ

る
、

い
と
高

山

に
し

て
、
人

々
も
息

や
す

め
て
な

ん

い
ひ
し

ろ

ひ
、
上

に

い
た

れ
は
、

氈
敷

腰

か
け

の
台

と
す
え

ら

る
、

又
御
湯

な

と
た

ま
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は

る
、

此
松

の
枝

に
の
ほ

れ

は
、

品

川

の
沖

見

ゆ

る
と
な

ん
、
横

さ
ま

に
下

る

に
、
大

い
に
や

す
く
、

紫
竹

門
を

入

る
、

こ
れ

よ
り
餘

慶
堂

の
御

内
庭

と

い
ふ
。

(
54
)

「
戸
山

御
屋

敷
取

建
以
来

変

革
伝

聞

の
記
」

『国
華

』
、

五

九
〇
頁

元

は
富

士

見
御
殿

と

い
ふ
、
御

座

の
間
な

り
、

此
御

座
所

よ

り
、
御

庭
内
諸

木

の
梢

を
苅
詰

た

る
上

に
、
富

士
峰

明

か

に
見

へ
渡

る
、

又
招
隠

里

の
五
重

の

塔

も
、

明
ら

か

に
見

ゆ

る
、
年

頃

、
餘
慶

堂
額

面

、
御

求

に
て
、

御
次

に
掛

ら

る
、
是

よ
り
餘

慶

と
唱
替

る
。

(55
)

同

54
)
、

六

二
六
頁

臨
遥

亭

元
禄

二
年

御
取

建
被

遊
候

、
臨

遥
亭

の
額

は
、

瑞
龍

院
様

御
筆

、
此

所
遥

に
東

北
を

望

め
は
、

目
白

台
、

牛
天

神
、

伝
通

院
邊

ま

て
も
、

見

え
わ

た

る
。

拾
翠
台

望
野
亭

よ

り
子

の
方

に
當

り
、

並
木

松

の
下
な

り
、

高

田

の
馬

場
、

眼
下

に
見

ゆ
、
富

士
峰

は
西

の
松

間

に
遥

な
り

、
此
邊

松
多

く

、
実

に
翠

を
拾

ふ
台

な
り
、

假
床

に
毛

氈

を
敷

き
、
遠

眼
鏡

な

と
御
飾

に
相
成

る
。

乾

山

戍
亥

に
當

る
山

ゆ

え
、
乾

山

と
号

す
、
總

御

屋
敷

の
乾

な
り

、
此
処

よ

り
富
士

峯

は
西

に
方

り
、
諏

訪
谷

台
、

戸
塚

、
大

久
保

の
村

村
見

へ
、

北

に
は

高

田
馬

場
、
砂

利

場

の
邊

、

明

か

に
見

ゆ
。

(
56
)

土

居
清
健

「
戸
山
枝

折

」

一
八

二
四
年

、

『東

京
市

史
稿

遊

園

篇
第

三
』

東
京

市
役

所
、

一
九

二
九

年

、

四
四
七

頁

乾

山

と

て
な

み
た

て
る
古
松

、

野
風

に
吹

ま

は
ま

つ
れ

て
、
屈

曲

お

の

つ
あ

ら
見

所
多

し
。

い
た
た

き

に

い
た

れ
ば
、

遠

く

ハ
秩

父

の
山

々
、

近
く

ハ
鼠

山
、

戸
塚

原
、

源
兵

衛
村

、
諏

訪

の
森
、

山
吹

の
里
な

ど
ま

で
見

え

て
、
煙
村

の
風

景

い
と
幽

な
り

。

小
高

き
芝

山
を

拾
翠
臺

と

て
、
高

田
馬
場

雑
司

谷

に

い
た
る

ま

で
、

常
盤

木

の

み
ど

り
居

な
が

ら

ひ
ろ

ひ
ま
し
。

(
57
)

李

偉

「
初
期

小

石
川
後

楽
園

に
お
け

る
眺
望

行
為

に
関

す

る
研
究

」

日
本

造

園
学

会
誌

『
ラ

ン
ド

ス
ケ
ー
プ

』
<
○
い
・O
G。
Z
O
●α

二
〇
〇

五
年

(
58
)

上

原
敬

二

『
日
本

式
庭

園
』

加
島

書
店

、

一
九

六

二
年

、

一
〇
九

頁

(
59
)

六

勝

と

は
、

[宏

大

(
こ
う

だ

い
)
]

[幽

邃

(ゆ

う

す

い
)
]

[人

力

(じ

ん

り

ょ
く
)
]

[蒼
古

(そ
う

ご
)
凵

[水

泉

(す

い
せ

ん
)
]

[
眺
望

(
ち

ょ
う

ぼ

う

)
]

の

こ

と
。
宋

の
時

代

の
書

物

『洛

陽

名

園

記

(ら

く

よ

う

め

い
え

ん

き

)
』

に
現

わ

れ
た

言
葉

で
、

兼

六
園

は
、

こ

の
六
勝

を
兼

ね

備

え

て

い
る

と

い
う

理
由

か
ら

、
文

政

五
年

(
一
八
二

二
)
、

奥
州

白

河
藩

主

・
松

平
定

信

に

よ

っ
て
そ

の
名

を
与

え

ら
れ

た
。

(60
)

進
士

五
十

八

『
日
本
庭

園

の
特

質

様
式

・
空

間

・
景
観

』
東

京
農
業

大

学
出

版
会

、

一
九

八
七
年

(
61
)

牧

野

成
著

「
尾

侯
戸

山
荘

記
」

一
七

九
七

年
、

小
澤

圭
次
郎

「
園
苑

源
流

考

」

=

二
〇
回
、

『国

華
』

一
四
八
号

、
明

治

三
五
年

九
月

(
一
九
〇

二
)
、

七

八
頁

(カ

ッ

コ
の
中

は
小
寺

氏
訳

)

一
、
於

此

町
中
喧

嘩

口
論
無

之
時

、

番
人

は
無
論

、

町
人

早

々
不

出
合

、

双
方

不
分
、

奉
行

所
江

不
可

届
事

(
こ

の
町
中

に

お

い
て
喧

嘩

口
論

こ
れ

な
き

と
き
、

番

人

は
も

ち
ろ

ん
、
町

人
早

々

に
出
合

わ
ず

、

双
方
を

分

け
ず
、

奉
行

所

へ
届
く

べ
か
ら
ざ

る

こ
と
)

一
、
此

町
中
押

買

不
及

了
簡

事

(こ

の
町
中

に
押

し
買

い
は
了
簡

に

お
よ
ば
ざ

る
こ
と

)

一
、

竹
木

之
枝

幾
利

支
丹

堅
停

止

之
事

(竹

木

の
枝

、

キ
リ

シ
タ

ン

か
た
く
停

止

の

こ
と
)

一
、

落
花

狼
藉

い
か

に
も

苦
敷

事

(落
花

狼
藉

、

い
か

に
も
苦

し

き
こ

と
)
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一
、
人
馬
之
滞
有
て
も
那
く
て
も
構
な
き
事

(人
馬
の
滞
り
、
あ
っ
て
も
な
く

て
も
構
い
な
き
こ
と
)

年
月
日

奉
行

(62
)

西
沢
文
隆

『西
沢
文
隆
小
論
集
三

庭
園
論
』
相
模
書
房
、

一
九
七
六
年

(63
)

白
幡
洋
三
郎

『大
名
庭
園

江
戸
の
饗
宴
』
講
談
社
、

一
九
九
七
年

(64
)

竹
尾
善
築

「
三
縁
山
志
」
文
政
二
年

(
一
八

一
九
)
、
『東
京
市
史
稿

遊

園
篇
第

一
』
東
京
市
役
所
、

一
九
二
九
年
、
三
八
頁

蓋
景
有
遠
近
。
遠
則
山
川
風
雲
、
蘭
棠
徠
徨
、
皆
在
其
外
、
浮
於
内
。
近
則

層
楼
傑
閣
、
池
水
林
木
、
馨
備
於
内
、
而
成
観
美
。
此
二
者
、
偶
有

一
闕

一
、

両
全
者
鮮
矣
。

(65
)

上
原
敬
二

『解
説

山
水
並
に
野
形
図

・
作
庭
記
』
加
島
書
店
、

一
九
八

二
年多

年
樹
木
、
礙
筑
荅
垣
、
止

一
歩
可
以
立
根
、
斫
数
椏
不
妨
封
頂
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